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サクラ（桜）
■今月号の表紙、どこかで見たことがありま
せんか。実は、先日（３月中旬）昨年４月号
と同じところ、同じ時期に撮影したものです。
品種はカワヅザクラで、ソメイヨシノなどよ
りは早く咲くものですが、今年は、満開にな
っていました。（上の写真が昨年の表紙、比
べてみてください。）■この冬は例年ほど寒
くなく、２月下旬にはホタルの放流も昨年に
比べ１か月も早く行われたりと、ちょっと不
思議な陽気でした。■市内のサクラの名所で
の見頃も昨年よりちょっと早いかも。花見つ
いでに市内のあちらこちらを訪ねてみてはい
かがでしょうか。（市内桜名所：信玄堤、滋照
寺、光照寺、サントリー登美の丘ワイナリー、
双葉スポーツ広場、上条河原、矢木羽湖、安寺
沢林道、ドラゴンパークなど）

（平成19年２月末現在）甲斐市の人口　74,152人（－57）

住民基本台帳人口72,754人（－36） 男性36,278人（－40） 女性36,476人（＋4）
世帯数27,637世帯（－24） 外国人登録人口1,398人（－21） （ ）内は前月比
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都
市
機
能
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
策
定

甲
斐
市
の
都
市
づ
く
り

の
指
針
と
し
て
、
目
指
す
べ
き
将
来
像

と
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方

向
性
を
示
す
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
の
策
定
を
平
成
19
年
度
か
ら
２

年
間
に
わ
た
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
自
然
と
人
間
の
共
生
に
配
慮

し
、
市
民
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
生

活
環
境
を
形
成
し
て
い
く
た
め
、
都
市

に
お
け
る
緑
地
の
保
全
・
創
出
を
図
る

「
都
市
の
緑
に
関
す
る
基
本
計
画
」
も
策

定
し
ま
す
。

竜
王
駅
周
辺
整
備

新
市
の
拠
点
地
域

と
し
て
進
め
て
い
ま
す
竜
王
駅
周
辺
整

備
事
業
は
、
昨
年
度
か
ら
本
格
的
な
事

業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
橋
上
駅
舎
、

南
北
自
由
通
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
３
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
利

便
性
、
安
全
性
の
高
い
交
通
環
境
整
備

を
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
、
用
地
取

得
を
行
う
と
と
も
に
、
駅
前
広
場
と
あ

わ
せ
て
周
辺
道
路
に
つ
き
ま
し
て
も
早

期
完
成
を
目
指
し
、
事
業
を
進
め
ま
す
。

塩
崎
駅
周
辺
整
備

市
の
西
側
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
検
討
の
成
果
を
基
に
、
周
辺
整
備
を

行
う
た
め
の
基
本
計
画
案
を
作
成
し
、

関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

道
路
網
の
整
備

道
路
新
設
・
改
良
事

業
と
し
て
市
道
「
上
の
段
南
原
線
」
お
よ

び
「
岩
森
菖
蒲
沢
線
」、
ま
た
新
た
に

「
大
垈
大
久
保
線
」
お
よ
び
「
開
発
１
号

線
」、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
へ
の
接
続
道

路
と
な
る
「
県
道
希
望
が
丘
線
」
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

河
川
改
修
事
業

河
川
・
水
路
等
の
改

良
・
改
修
を
進
め
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
等
の
整
備

竜
王
駅
周

辺
整
備
事
業
の
事
業
活
用
調
査
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
竜
王
駅
を
中
心
と
し
た
市
西
部
、

中
東
部
、
南
部
地
域
と
を
結
ぶ
３
路
線

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
験
運
行

を
引
き
続
き
行
い
、
運
行
実
績
の
検
証
、

必
要
性
の
検
討
と
と
も
に
、
今
後
の
市

内
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

心
豊
か
で
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り

学
校
教
育
の
充
実

き
め
細
か
な
指
導

の
充
実
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
市
単

独
教
員
、
学
校
教
育
支
援
員
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
学
校
運
営
を
円
滑
に
進
め

ま
す
。

児
童
の
安
全
確
保

竜
王
小
学
校
２
号

棟
校
舎
耐
震
補
強
お
よ
び
大
規
模
改
修

工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
竜
王
西
小
学

校
の
校
庭
芝
生
化
お
よ
び
散
水
施
設
等

設
置
工
事
な
ど
学
習
環
境
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

少
子
化
対
策
な
ど
の
観
点
か
ら
、
文

部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
が
連
携
し
総

合
的
な
放
課
後
対
策
事
業
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
本
市
に
お
い
て

は
児
童
館
を
活
用
し
て
子
ど
も
の
安
全

平
成
19
年
度
当
初
予
算
は
、
財
源
の
積
極
的
な
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
不
要
不
急
の
経
費
の
削
減
、
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
歳
出
の
抑
制
に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
可
能
な

限
り
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
配
分
を
す
る
こ
と
を
基
本
に
編

成
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
予
算
編
成
を
通
じ
て
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
財
政
構
造
へ
の
転
換
を
図
り
、
限

ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
・
重
点
的
に
配
分
し
、
総
合
計
画
に

基
づ
く
基
本
政
策
を
推
進
し
ま
す
。

一般会計　　　209億３千万円
特別会計　165億９千万８千円

総額　375億２千万８千円

平
成
19
年
度
の
各
会
計
予
算
が
市
議
会
定
例
会

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
に
先
立
ち
藤
巻
義
麿
市
長
か
ら
概
要
説
明

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。



で
健
や
か
な
居
場
所
の
確
保
、
勉
強
や

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
地
域
住
民
と

の
交
流
活
動
な
ど
を
内
容
と
す
る
放
課

後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
を
進
め
ま
す
。

公
民
館

市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
学
習
機
会
の
提
供
を
図
る
た
め
、
公

民
館
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
な
ど
、

地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
各
公

民
館
の
機
能
強
化
や
整
備
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

文
化
芸
術
活

動
の
拠
点
で
あ
る
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化

館
で
は
、
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画

会
、
子
ど
も
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公

演
な
ど
自
主
企
画
事
業
等
を
実
施
し
、

文
化
・
芸
術
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

市
立
図
書
館

三
館
に
お
い
て
様
々
な

図
書
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
充

実
し
た
図
書
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

る
と
と
も
に
、
市
民
に
多
種
多
様
な
知

識
・
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
図
書
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

誰
も
が
身
近

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
出
来
る

よ
う
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
充
実
を

は
じ
め
、
指
導
者
の
育
成
や
確
保
、
ふ

る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
各
種
大
会
・
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
振
興
を
図
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
事
業
の
推
進

男
女
共

同
参
画
へ
の
理
解
と
認
識
を
高
め
る
た

め
市
民
へ
の
情
報
提
供
や
啓
発
活
動
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

女
性
団
体
の
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

国
際
交
流
の
推
進

キ
オ
カ
ッ
ク
市
お

よ
び
タ
ラ
マ
ラ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
短
期
語

学
留
学
生
の
受
入
れ
を
行
う
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
頂
く
中
で
更
な
る
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
や
か
で
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

保
健
医
療
施
策

市
民
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
の
問
題
と
認
識
し
、
自
主
的
か
つ
主

体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
継
続
し
た
健
康
管
理

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
健
康
に
対

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
と
生
活
習
慣

の
改
善
な
ど
の
健
康
指
導
を
は
じ
め
、

感
染
症
の
予
防
体
制
、
各
種
検
診
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
社
会
を
迎
え
生
活
習
慣

病
の
増
加
や
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
の

増
加
は
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
は
市
民
一
人

ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
管
理
に
基

づ
き
取
り
組
む
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、

社
会
全
体
で
積
極
的
に
支
援
す
る
体
制

づ
く
り
も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
推
進
し
て
き
ま
し
た
老
人
保
健

法
、
母
子
保
健
法
な
ど
の
各
事
業
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
制
度
改

革
に
沿
っ
た
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
展
開
す
る
た
め
の

指
針
と
し
て
、「
甲
斐
市
健
康
増
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

福
祉
施
策
の
充
実

高
齢
者
福
祉
で
は
、

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
高
齢
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
、
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
介
護
予
防
に
係
る
事
業
を
一

体
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢

者
が
で
き
る
限
り
要
支
援
・
要
介
護
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
介
護
予
防
や
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
広

場
、
子
育
て
教
室
、
ま
た
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
に
よ
り
、
働
く
親
の
子

育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
保
育
園
の
耐
震
診
断
調
査
等
を

行
い
、
保
育
施
設
の
整
備
、
充
実
を
図

り
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

次
に
、
障
害
者
福
祉
で
は
、
家
族
を

含
め
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中

で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
各
種

の
支
援
制
度
に
要
す
る
経
費
を
計
上
、

ま
た
、
母
子
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

医
療
費
の
助
成
な
ど
経
済
的
支
援
を
図

る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
支
給
事
業
お
よ
び
常
用
雇
用
転
換

奨
励
金
支
給
事
業
等
に
よ
り
就
業
・
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

農
林
業
の
振
興

優
良
な
農
地
や
水
な

ど
の
資
源
の
保
全
と
そ
の
資
質
の
向
上

を
図
る
た
め
、
各
土
地
改
良
区
と
連
携

し
環
境
保
全
向
上
対
策
を
実
施
し
、
ま

た
、
観
光
や
商
業
と
連
携
し
た
特
産
品

開
発
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
休
憩
施
設

の
50
棟
の
完
成
に
伴
い
都
市
と
農
山
村

と
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。
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土
地
改
良
事
業

農
業
振
興
を
図
る
た

め
の
農
業
用
道
水
路
の
改
修
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
茅
が
岳
東
部

広
域
農
道
整
備
に
伴
う
広
域
営
農
団
地

農
道
整
備
事
業
負
担
金
を
計
上
し
て
ま

す
。

商
工
業
の
振
興

小
口
資
金
融
資
制
度

の
活
用
促
進
を
図
り
、
地
域
産
業
の
担

い
手
で
あ
る
中
小
企
業
へ
の
資
金
供
給

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
勤
労
者
の
生

活
安
定
資
金
貸
付
事
業
も
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

観
光
資
源
の
整
備

合
併
時
か
ら
の
懸

案
で
あ
っ
た
、
旧
町
単
位
の
３
つ
の
イ

ベ
ン
ト
を
統
一
し
、
新
た
に
「
仮
称
・

甲
斐
市
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て
、

多
く
の
市
民
の
交
流
を
は
じ
め
、
市
外

に
対
し
て
も
誇
れ
る
甲
斐
市
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
４
月
実
施
さ
れ
て
い
る

信
玄
公
ま
つ
り
で
は
、
本
年
、
甲
斐
市

と
な
り
初
め
て
「
甲
州
軍
団
」
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
生
活
の
安
全
と
快
適
さ
を
確
保

す
る
こ
と
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
で
あ
り
、
生
活
環
境
の
基
盤
づ

く
り
の
た
め
、
総
合
的
な
施
策
の
推
進

と
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

（
仮
称
）
志
麻
の
里
防
災
公
園

市
民
に

潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
場
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
防
災
上
の
機
能
を
も
つ
公
園

と
し
て
、
仮
称
・
志
麻
の
里
防
災
公
園

事
業
の
実
施
設
計
等
を
行
い
ま
す
。

緑
化
の
推
進

市
民
と
連
携
、
協
働
し

て
市
内
各
所
へ
の
植
栽
を
進
め
、
花
と

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
玉
幡
公
園
を
は
じ
め
と
す

る
都
市
公
園
等
の
適
切
な
維
持
管
理
を

行
い
ま
す
。

上
・
下
水
道
の
整
備

ま
ず
、
上
水
道

事
業
で
は
、
配
水
施
設
の
整
備
更
新
を

図
り
、
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給
に

努
め
る
ほ
か
、
水
道
事
業
の
よ
り
一
層

の
健
全
経
営
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
給
水
施
設
の
維
持
管
理
を
図
り
ま

す
。下

水
道
事
業
に
い
て
は
、
流
域
の
水

質
保
全
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

環
境
へ
の
取
組
み

現
在
の
環
境
問
題

は
社
会
・
経
済
の
あ
り
方
と
密
接
に
結

び
付
い
て
い
る
と
の
認
識
の
も
と
に
、

ご
み
減
量
な
ど
身
近
な
環
境
の
課
題
へ

の
対
応
と
し
て
、
一
般
廃
棄
物
処
理
の

基
本
方
針
と
年
度
ご
と
の
一
般
廃
棄
物

の
排
出
規
制
、
減
量
化
、
再
生
利
用
の

促
進
、
収
集
、
運
搬
、
処
分
等
に
つ
い

て
定
め
る
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

消
防
・
防
災
の
充
実

常
備
消
防
事
業

と
し
て
、
消
防
事
業
お
よ
び
救
急
業
務

等
の
運
営
経
費
と
し
て
甲
府
地
区
広
域

行
政
事
務
組
合
お
よ
び
峡
北
広
域
行
政

事
務
組
合
へ
の
負
担
金
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
迅
速
で
的
確
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
自
主
防
災
組
織
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
双
葉
第
２
分
団
消

防
詰
所
工
事
お
よ
び
消
防
ポ
ン
プ
車
や

災
害
時
の
通
信
手
段
と
し
て
、
衛
星
携

帯
電
話
を
購
入
し
、
非
常
時
に
も
迅
速

に
対
応
が
で
き
る
よ
う
防
災
資
機
材
の

整
備
、
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
台
風
や
大
雨
に
よ
り
釜
無
川

な
ど
の
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
、
市

民
が
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

交
通
安
全
の
推
進

引
き
続
き
交
通
安

全
教
育
と
交
通
安
全
施
設
の
整
備
等
を

図
り
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

防
犯
体
制

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

や
防
犯
灯
の
設
置
な
ど
を
進
め
、
地

域
・
警
察
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

子
ど
も
や
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
市

民
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

な
お
、
警
察
署
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

本
年
４
月
よ
り
韮
崎
署
の
分
庁
舎
が
設

置
さ
れ
ま
す
が
、
本
市
と
し
ま
し
て
は
、

甲
斐
警
察
署
の
早
期
設
置
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
関
係
機
関
に
引
き
続
き
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
日
常
的
な
安
全
管
理
体

制
の
充
実
や
緊
急
事
態
へ
の
対
応
体
制

の
整
備
な
ど
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
防
災
・
防
犯
・
交
通
等
の
安
全
施

策
を
さ
ら
に
充
実
す
る
た
め
に
組
織
体

制
を
見
直
し
、
課
の
設
置
を
行
い
、
市

民
の
み
な
さ
ま
が
安
全
で
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で
築
く
ま
ち
づ
く
り

身
近
な
自
治
の
振
興

自
治
振
興
事
業

お
よ
び
地
域
集
会
施
設
設
置
改
修
事
業

に
係
る
補
助
金
な
ど
の
経
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

ま
た
、
行
政
改

革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
（
18
年

度
）
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱
に
よ
る
行

財
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
行
政
活
動
の
成
果
や
達
成
状
況
を

評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
を
平
成
20
年
度
の

本
格
導
入
に
向
け
て
構
築
し
、
効
果
的

な
行
政
運
営
に
努
め
、
総
合
計
画
の
実

効
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
各
会
計
の
予
算
額
に

つ
い
て
は
、
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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■
計
画
期
間

計
画
期
間
は
、
平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
「
第
１
次

甲
斐
市
総
合
計
画
」
に
お
い
て
既
に
一
部
取
り
組
ん
で

い
る
た
め
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５

か
年
と
し
て
い
ま
す
。

■
基
本
的
な
考
え
方

少
子
高
齢
化
や
地
方
分
権
、
三
位
一
体
改
革
な
ど
に

よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
戦
略
的
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
限
ら
れ
た
資
源
を
最
大

限
に
活
用
す
る
中
で
、
施
策
･
事
業
に
優
先
順
位
を
付

け
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
行
政
主
導
か

ら
、
市
民
と
の
協
働
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
こ
れ
ら
を
進
め
る
た
め
、
行
政
の
体
制
や

運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
い
、
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
行
政
運
営
へ
の
転
換
を
図
る
も
の
と
し

て
、
次
の
４
つ
を
改
革
の
柱
と
し
ま
し
た
。

中
・
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
改
革

限
ら
れ
た
財
源
を
計
画
的
・
選
択
的
に
投
資
し
、

ま
た
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
確
保
、
行
政
事
務
の

改
善
に
つ
い
て
継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

簡
素
で
効
率
的
な
市
政
の
確
立

住
民
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、
事
務
事
業
の
必

要
性
を
決
定
し
最
小
経
費
に
よ
る
最
大
効
果
を
発
揮

で
き
る
簡
素
で
効
率
的
な
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
し
い
行
政
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築

事
務
事
業
の
達
成
度
を
客
観
的
に
評
価
で
き
る
基

準
の
策
定
や
、
財
政
状
況
に
係
る
説
明
責
任
を
果
た

す
た
め
の
公
会
計
制
度
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
新
市
の
建
設

市
民
と
行
政
が
協
働
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
透
明
性
の
高
い
行
政
を
推
進
し
、
理
解
と
信

頼
で
築
く
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

■
重
点
項
目

基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
次
の
６
つ
の
重
点
項

目
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し

事
務
事
業
の
効
果
や
効
率
性
の
観
点
か
ら
、
所
期
の

目
的
を
達
成
し
た
事
業
等
の
廃
止
や
縮
小
、
統
合
な
ど

の
見
直
し
を
行
い
、
行
政
の
役
割
・
受
益
と
負
担
の
公

平
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
配
慮
し
た
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
組
織
・
機
構
の
構
築

市
民
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

に
は
絶
え
ず
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る

た
め
、
縦
割
り
組
織
に
と
ら
わ
れ
ず
、
政
策
目
標
に
応

じ
た
組
織
を
目
指
し
ま
す
。

定
員
管
理
・
給
与
適
正
化
へ
の
取
り
組
み

事
務
事
業
の
見
直
し
、
民
間
委
託
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
今
後
も
職
員
数
の
削
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
行

政
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
職
員
の
計
画
的
な
育
成
を
図

る
人
材
育
成
方
針
を
策
定
し
、
給
与
面
で
は
、
勤
務
実

績
も
考
慮
す
る
人
事
管
理
制
度
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。

民
間
委
託
等
の
推
進

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
化
を
図
る
た
め
、
民
間
委

6

市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
行
政
改
革
に
向
け
た
検
討
を
重
ね
、
平
成
18
年

３
月
に
は
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」の
一
部
と
し
て「
定
員
管
理
の
適
正
化
」、

「
民
間
委
託
の
推
進（
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
）」に
つ
い
て
先
行
し
て
公
表
す

る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
18
年
10
月
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
大
綱
の
案
を
諮
問
し
、
委
員
会

で
の
５
回
に
わ
た
る
慎
重
な
審
議
を
経
て
、
本
年
１
月
に
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

市
で
は
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
４
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
、
こ
れ
に
基
づ
く

６
つ
の
重
点
項
目
、
ま
た
、
そ
の
具
体
的
な
施
策
を
掲
げ
た
実
施
計
画
か
ら
な

る
「
第
１
次
甲
斐
市
行
政
改
革
大
綱
」を
こ
の
ほ
ど
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

策
定
し
た
大
綱
に
基
づ
き
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
改

革
の
意
義
を
認
識
し
て
、
効
率
的
で
効
果
的
な
市
政
を
推
進
し
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
っ
て
「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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託
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
、
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
を
推

進
し
、
特
に
、
市
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度

に
策
定
し
た
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す

る
指
針
」
に
よ
り
、
制
度
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

財
政
の
健
全
化

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
財
政

構
造
の
改
革
に
全
庁
を
あ
げ
て
取
り
組
み
、
歳
出
の
効

率
化
と
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市
の
財

務
状
況
に
つ
い
て
市
民
に
伝
え
る
た
め
の
公
会
計
の
整

備
を
図
る
ほ
か
、
施
策
･
事
業
に
優
先
順
位
を
つ
け
た

効
率
的
・
効
果
的
な
予
算
配
分
と
投
入
を
行
い
ま
す
。

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化

良
質
・
安
全
な
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
施
設
改

修
や
耐
震
化
を
進
め
る
と
共
に
、
将
来
的
な
観
点
か
ら

事
業
の
統
合
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
一
層
の
自
立
性

の
強
化
と
経
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
民
間
委
託
等

に
よ
り
、
経
営
の
健
全
化
を
目
指
し
ま
す
。

■
実
施
計
画

５
年
間
の
各
項
目
の
経
費
削
減
目
標
額
の
合
計
は

11
億
４
、２
１
０
万
円

実
施
計
画
で
は
、
重
点
項
目
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

施
策
と
し
て
、
５
年
間
に
お
け
る
取
り
組
み
内
容
と
、

ま
た
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
経
費
削
減
の
数
値
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
。

【
事
務
事
業
の
見
直
し
】

経
費
削
減
目
標
額
　
１
、
２
９
０
万
円

１
　
効
率
的
な
事
務
事
業
の
推
進
　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
建
設
工
事
成
績
評

定
方
式
の
導
入
、
幼
稚
園
運
営
の
見
直
し
な
ど

２
　
電
子
自
治
体
の
推
進

電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
、
電
子
入
札

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

３
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

税
の
休
日
・
夜
間
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
、
自
動

交
付
機
に
よ
る
税
証
明
の
発
行
な
ど

【
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
組
織
・
機
構
の
構
築
】

経
費
削
減
目
標
額
　
３
７
０
万
円

１
　
効
率
的
な
組
織
・
機
構
の
構
築

分
庁
方
式
の
見
直
し
、
支
所
機
能
の
見
直
し
な
ど

２
　
外
郭
団
体
・
関
係
団
体
の
合
理
化

行
政
委
員
等
、
組
織
内
部
構
成
の
見
直
し
　

【
定
員
管
理
・
給
与
適
正
化
へ
の
取
り
組
み
】

経
費
削
減
目
標
額
　
10
億
２
、０
２
０
万
円

１
　
適
正
な
定
員
管
理

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
る
職
員
削
減（
39
人
減
）
な
ど

２
　
適
正
な
給
与
管
理

昇
給
制
度
の
適
正
化
な
ど

３
　
人
材
育
成

人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

【
民
間
委
託
等
の
推
進
】

経
費
削
減
目
標
額
　
１
、０
８
０
万
円

１
　
民
間
委
託
の
推
進

業
務
の
外
部
委
託
の
調
査
・
研
究
、
事
務
事
業
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
活
用
、
民
間
委
託
へ
の
移
行
な
ど

２
　
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

市
の
88
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
等

の
活
用
を
検
討

３
　
市
民
と
の
協
働
の
推
進

男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
市
民
公
募
制
の
推
進
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
、
市
民
満
足

度
調
査
の
実
施
な
ど

【
財
政
の
健
全
化
】

経
費
削
減
目
標
額
　
９
、４
５
０
万
円

１
　
歳
出
の
節
減
と
歳
入
の
確
保

公
会
計
の
整
備
・
公
表
、
市
税
お
よ
び
国
保
税
の

収
納
率
の
向
上
な
ど

２
　
補
助
金
・
使
用
料
等
の
見
直
し

各
種
補
助
金
の
見
直
し
、
下
水
道
使
用
料
お
よ
び

受
益
者
負
担
金
の
統
一

【
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
】

１
　
事
務
事
業
の
見
直
し

竜
王
・
双
葉
上
水
道
の
料
金
体
系
の
統
一
な
ど

２
　
組
織
・
機
構
の
見
直
し

給
水
担
当
の
設
置

３
　
定
員
管
理
・
給
与
の
適
正
化

定
員
管
理
、
昇
給
制
度
の
適
正
化
な
ど

４
　
民
間
委
託
の
推
進

水
質
検
査
等
の
業
務
委
託
、
水
道
施
設
管
理
業
務

の
委
託
な
ど

５
　
財
政
の
健
全
化

収
益
増
加
の
取
り
組
み
強
化
な
ど

■
■
■
詳
し
く
は
甲
斐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２



◆
投
票
で
き
る
人

山
梨
県
内
の
い
ず
れ
か
の
市
町
村
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。
名

簿
に
は
、
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、

県
内
の
同
一
市
町
村
に
３
か
月
以
上
続

け
て
住
所
の
あ
る
人
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
う
ち
、
本
市
で
投
票
で
き
る
人

の
要
件
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
住
所
要
件
】

登
録
基
準
日
の
平
成
19
年
３
月
29
日

現
在
で
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
本
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、
平
成
18

年
12
月
29
日
以
前
に
転
入
な
ど
の
届
け

出
が
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
年
齢
要
件
】

投
票
日
ま
で
に
満
20
歳
以
上
に
な
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
昭
和
62

年
４
月
９
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

◆
投
票
所
整
理
券

投
票
所
整
理
券
は
、
告
示
日
（
３
月

30
日
）
以
降
、
は
が
き
で
１
人
に
１
枚

ず
つ
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
投
票
の
際

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紛
失
し
た
人
、
届
い
て
い
な

い
人
で
も
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
本
人

確
認
の
た
め
免
許
証
等
の
提
示
や
生
年

月
日
等
を
尋
ね
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
に
よ
る
配
達
の
都
合
上
、
希

望
す
る
期
日
前
投
票
の
日
ま
で
に
、
は

が
き
が
届
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所

市
内
に
投
票
所
は
21
か
所
あ
り
ま
す
。

投
票
所
整
理
券
に
書
い
て
あ
る
投
票
所

名
と
、
９
、
10
ペ
ー
ジ
の
地
図
を
よ
く

確
か
め
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
第
14
・
15
・
16
投
票
所
は
、

投
票
時
間
が
午
後
７
時
ま
で
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
点
字
投
票
・
代
理
投
票

投
票
所
に
は
点
字
投
票
用
紙
と
点
字

器
具
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
目
が
不
自

由
で
点
字
が
で
き
る
人
に
は
、
遠
慮
な

く
申
し
出
る
よ
う
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
体
が
不
自
由
な
人
や
目
が
不

自
由
な
人
な
ど
、
自
分
で
投
票
用
紙
に

候
補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
代
理
投
票
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
代
理
投
票
は
家
族
等
の

同
行
者
で
は
な
く
事
務
に
従
事
す
る
職

員
が
行
い
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

投
票
日
に
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
等
何

ら
か
の
用
務
で
投
票
区
の
区
域
外
に
い

て
投
票
所
に
行
け
な
い
人
、
あ
る
い
は

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
が
あ
る
人
は
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
期
間

３
月
31
日（
土
）〜

４
月
７
日（
土
）

●
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
場
所

市
役
所
竜
王
庁
舎
３
階
庁
議
室

敷
島
総
合
文
化
会
館
２
階
多

目
的
室

双
葉
歴
史
民
俗
資
料
館（
双
葉

庁
舎
東
隣
）

※
期
日
前
投
票
は
、
３
施
設
ど
こ
で
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
で
に
投
票
所
整
理
券
（
は
が
き
）
が

届
い
て
い
れ
ば
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
（
所
）

中
の
人
は
、
そ
の
施
設
が
不
在
者
投
票

施
設
に
認
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に
そ
の
施
設
の

職
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
は
…
…

甲
斐
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総

務
課
法
制
選
挙
担
当
竜
王
庁
舎
３
階
）

〒
400-

0192

甲
斐
市
篠
原
２
６
１
０
番
地

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
１

０
５
５
（
２
７
６
）
７
２
１
５

8

３
月
号
で
は
投
票

立
会
人
に
つ
い
て
の
お

話
で
し
た
が
、
今
月
は

選
挙
期
間
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

選
挙
で
違
う
選
挙
期
間

選
挙
運
動
の
期
間

は
、
公
職
選
挙
法
で
規

定
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

期
間
中
で
な
い
と
選
挙

運
動
は
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
通

常
で
す
と
、
公
示
や
告

示
の
日
か
ら
選
挙
期
日

（
投
票
日
）の
前
日
ま
で
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
公
示
と
告
示
の
違
い
は

選
挙
期
日
を
公
的
に
告
知
す
る
に

は
、「
公
示
」
と
「
告
示
」
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。「
公
示
」
は
天
皇
の
国
事

行
為
と
し
て
行
う
も
の
で
、
衆
議
院

議
員
総
選
挙
と
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
に
際
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て「
告
示
」
は
、
国
会
議
員
の
補
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本妙寺 

とん平 

和食吉野 

竜王寿し 

中央 
保育園 

オスカー 

竜王中学校 

至榎 

小田切自工 

青葉幼稚園 

山県神社 

県緑化センター 

いこいの広場 

国
道
20
号 

第1投票所 竜王中学校屋内運動場

上篠原区・古村区・新居区対象
地区

竜王北 
小学校 至慈照寺 

至竜王駅 

ホンダクリオ山梨 

バイパス食堂 

メゾン青柳 

亀屋商店 

金丸時計店 
杉山洋品店 

県道竜王芦安線 

市立西保育園 

至
信
玄
橋 

至
甲
府 

国道20号 

（竜王バイパス） 

至
甲
府 

セブンイレブン 三菱SS 
有泉輪業 

第2投票所 竜王西保育園
竜王1区・竜王2区
竜王3区・竜王4区

対象
地区

警察官宿舎 

中　央　道 

三枝病院 

市立北保育園 

深沢建材 

トキワ管工 
日本石油タンク 

竜王駅 

山梨交通駐車場 
至
甲
府 

至
韮
崎 

ソネカワ 
サイクル 

国道52号 

通行止 

第3投票所 竜王北保育園
竜王新町1区・竜王新町2区・竜王新町3区・竜王新
町4区・竜王新町5区・竜王新町6区・竜王新町7区

対象
地区

保坂医院 

ケーヨーディツー 

二区・三区公会堂 

東保育園 竜王東児童センター 

国道20号 

東小学校体育館 

至
甲
府 

駐
車
場 

ぼんち 

甲府信用金庫 
竜王支店 

中　央　道 

第4投票所 竜王東小学校体育館
名取区・竜王仲町区（旧仲町）・富竹新田1区・
富竹新田2区・富竹新田3区・富竹新田4区

対象
地区

榎郵便局 

万才保育園 

働く婦人の家 

中銀 

田中団地 

南小学校体育館 

パークス 

かおり 
幼稚園 

第5投票所 竜王南小学校体育館
田中区・田中2区・万才1区・万才東区・
榎東区・榎西区・下八幡3区

対象
地区

 

至竜王駅 

中部公民館 

竜王体育館 

玉幡小学校 

もちでん 

りゅうえい 

JA玉幡支所 

さいとう 塩部自動車 

いわした 

至
甲
府 玉

幡
四
ツ
角 

敷
島
田
富
線 

至
開
国
橋 

第6投票所 竜王体育館
仲新居区・上八幡区・中八幡・
下八幡1区・下八幡2区

対象
地区

警察学校 

めぐみ薬局 
西小学校体育館西小学校体育館 

日立寮 

玉川保育園 

農林高校 

玉幡保育園 

西小学校体育館 

第7投票所 竜王西小学校体育館
八幡新田1区・八幡新田2区・
月林区・玉川西区

対象
地区

 

西小学校 

パチンコクイーン 

玉川保育園 

くすりのめぐみ 
南部 
公民館 

南部公園 

冷
間
住
宅 玉川地区集落集会所 

クリーニング 
スワン 

ハイツ浅川 

瑞良寺 
至玉川団地 

金丸米殻店 
マルサン食品 

ほっかほか弁当 

笹本商店 

日立玉川寮 

セブンイレブン 

第8投票所 玉川地区集落集会所
玉川東区・冷間区・
玉川団地1区・玉川団地2区

対象
地区

敷島庁舎 

〒郵便局 

駐在所 

なかよし児童館 

敷島北小学校 
屋内運動場 

セブン 
イレブン 

デイリー 
ストア 

至吉沢 

シェル石油 

敷島総合 
文化会館 敷島中学校 

清澤寺 

敷島総合 
公園 

第9投票所 敷島北小学校屋内運動場
敷島台・大久保・天狗沢・
境北・境南・牛句

対象
地区

│
次
頁
へ
つ
づ
く
│

欠
選
挙
、
知
事
や
県
議
会
、
市
長
や
市

議
会
議
員
な
ど
の
地
方
選
挙
に
際
し

て
選
挙
管
理
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

■
選
挙
で
異
な
る
公
示
や
告
示
の
日

公
示
や
告
示
の
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
選
挙
に
よ
っ
て
異
な
り
、
選
挙
期

日（
投
票
日
）の
何
日
前
ま
で
に
行
う

の
か
は
公
職
選
挙
法
で
次
の
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
は
公（
告
）示
日
の
翌

日
か
ら

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
は
、

公
示
や
告
示
の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日

（
投
票
日
）の
前
日
ま
で
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選

挙
で
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
も

異
な
り
、
４
月
８
日（
日
）に
行
わ
れ

る
山
梨
県
議
会
議
員
選
挙
は
３
月
30

日
に
告
示
さ
れ
、
期
日
前
投
票
は
翌

日
の
３
月
31
日（
土
）か
ら
４
月
７
日

（
土
）ま
で
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

区分 選　挙　名 何日前

衆議院議員の選挙
（総選挙）

参議院議員の選挙
（通常選挙）

県 知 事 の 選 挙

県議会議員の選挙

市長および市議会議員
の選挙

12日前

17日前

17日前

9日前

7日前

公
示

告
示
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小僧寿し 

エネオス 

シェル石油 
車不可 

車
不
可 

シャトレーゼ 

JA農協 

敷島小学校 
屋内運動場 

ふれあい 
中央児童館 

第13投票所 敷島小学校屋内運動場
敷島仲町（旧仲町）・東町西・東町仲・
東町東・宮地・町屋・町屋南・川辺町

対象
地区

バーベキュー 
亀沢の村 

中村公民館 

JA睦沢支所 亀
沢
川 

睦沢地域 
ふれあい館 

第14投票所 睦沢地域ふれあい館
大下・中下・中村・久保・藤の木・
打返・漆戸・獅子平・上菅口

対象
地区

ビニールハウス 

電話交換局 

清川釣り堀 

亀
沢
川 

清川地域 
ふれあい館 

第15投票所 清川地域ふれあい館
下菅口・安寺・神戸・前屋・下福沢・上福沢・
下芦沢・本村・小川・平見城・大明神

対象
地区

吉沢簡易水道 

至昇仙峡 

平瀬浄水場 

荒　川 

吉沢地域 
ふれあい館 

第16投票所 吉沢地域ふれあい館

窪田・中島・寺平・千田対象
地区

竜
地
溜
池 

（
工
事
中
） 

大
垈
バ
イ
パ
ス 

双葉保健 
福祉センター 

妙秀寺 

青龍寺 
双葉東小学校 

オギノ 

中央自動車道 

第17投票所 双葉保健福祉センター
下宿・高山台・上宿・
双葉竪町（旧竪町）

対象
地区

大
垈
バ
イ
パ
ス 

双葉東 
公民館 

長泉寺 

高原団地 

登美保育園 

至サントリー登美の丘ワイナリー 

第18投票所 双葉東公民館（団子公民館）
大垈・高原団地・団子・
新田・菖蒲沢

対象
地区

甲斐市役所 
双葉庁舎 

中央自動車道 

広域農道 

国道20号 

JR中央線 

双田橋 

双葉JCT

双葉ふれあい 
文化館 

塩崎駅 

第19投票所 甲斐市役所双葉庁舎
横町・寺町・双葉仲町（旧仲町）・上町・富士見台・
緑ヶ丘・双葉新町（旧新町）・旭台・つくし野・
山本・上の山・岩森・下志田・上志田・バイパス

対象
地区

双葉西保育園 

中央自動車道 

広域農道 

JR中央線 

塩川大橋 

妙善寺 

国道20号 

第20投票所 双葉西保育園
東部・塩崎町・田畑・田畑団地・
中村条・上郷・米沢・笠石・
金剛地・滝沢・唐松団地・駒沢

対象
地区

桃花の街 
クラブハウス 

長昌院 

オギノ 

JAよってけし 

中央自動車道 

第21投票所 桃花の街クラブハウス
桃花の街・藍色の街・杏色の街・
萌黄の街・双葉響が丘団地・登美団地・
希望ヶ丘・滝坂・大屋敷

対象
地区

山梨中央 
銀行 

シャトレーゼ 

ファミリー 
マート 

貢
川 

中
下
条
公
園 松

島
団
地 

集
会
場 

↑ 

松島団地入口 

第11投票所 松島団地集会場
事業団・敷島新町（旧新町）・
寺前・松島団地・さつき野

対象
地区

長塚公民館 

小僧寿し 

敷島南小学校 
屋内運動場 

宝
珠
寺 

本
興
寺 

アマノ 
パークス 

ロ
ー
ソ
ン 

JR中央線 

中央自動車道 

セブン 
イレブン 

オギノ 

第12投票所 敷島南小学校屋内運動場

長塚・大下条東・大下条西・大下条南対象
地区

敷島庁舎 

消防署 

〒郵便局 

駐在所 

セブン 
イレブン 

デイリー 
ストア 

シェル石油 

敷島総合 
文化会館 敷島中学校 

屋内運動場 清澤寺 

第10投票所 敷島中学校屋内運動場
大栄・西町・上町北・上町南・
敷島竪町（旧竪町）

対象
地区
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税
を
算
定
す
る
基
礎
と
な

る
課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の
内
容

に
つ
い
て
知
り
た
い
人
は
、
こ
の
期
間

の
み
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

閲
覧
期
間

４
月
２
日
〜
５
月
31
日
（
土
・
日
・

祭
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

閲
覧
場
所

税
務
課
資
産
税
担
当

（
竜
王
庁
舎
１
階
15
番
窓
口
）

閲
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
の
所
有
者
（
納
税
義
務
者
）

・
所
有
者
（
納
税
義
務
者
）
と
同
居
の
親

族
・
納
税
管
理
人

・
借
地
人
・
借
家
人
（
賃
貸
に
か
か
る

資
産
の
み
）

※
右
記
以
外
の
人
が
閲
覧
す
る
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
借
地
人
・
借
家
人
に
つ
い
て

は
、
当
該
資
産
を
借
り
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
書
類
（
契
約
書
等
）
を
提
示

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等
の
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧甲

斐
市
に
固
定
資
産
税
を
納
税
す
る

人
は
、
市
内
す
べ
て
の
課
税
対
象
土
地

お
よ
び
家
屋
の
価
格
等
を
記
載
し
た

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
お
よ
び
「
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
を
次
の
期
間
の

み
縦
覧
で
き
ま
す
の
で
（
無
料
）
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
所
有
す
る
課
税
対
象
資
産
が
土
地
、

家
屋
の
ど
ち
ら
か
だ
け
の
場
合
は
、

そ
の
資
産
の
帳
簿
だ
け
し
か
縦
覧
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間

４
月
２
日
〜
５
月
31
日
（
土
・
日
・

祭
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

閲
覧
場
所

税
務
課
資
産
税
担
当

（
竜
王
庁
舎
１
階
15
番
窓
口
）

記
載
内
容

土
地
（
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
評
価
額
）

家
屋
（
家
屋
の
所
在
、
地
番
、
家
屋
番

号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価

額
）

縦
覧
で
き
る
人

・
甲
斐
市
に
、
固
定
資
産
税
を
納
税
す

る
人

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族

・
納
税
管
理
人

※
縦
覧
に
あ
た
っ
て
「
納
税
通
知
書
」

や
「
課
税
明
細
書
」
の
提
示
も
し
く

は
、
運
転
免
許
証
等
に
よ
り
納
税
者

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
３

●
甲
斐
市
立
竜
王
南
小
学
校
へ

長
谷
部
と
も
え
さ
ん
（
万
才
）
が
絵
画

１
点
「
能
」
80
号
（
９
０
０
、０
０
０

円
相
当
）

●
甲
斐
市
へ

大
脇
竹
子
さ
ん
（
兵
庫
県
神
戸
市
西

区
福
吉
台
）
が
土
地
（
名
取
３
８
１

番
地
２
）
３
９
４
・
６
４
㎡

市役所（竜王庁舎、敷島庁舎、双葉
庁舎、教育委員会、水道局、出張所）
の現在の開庁時間は、午前８時30分
から午後５時15分までですが、４月
２日（月）からは、開庁時間を15分延
長し、午後５時30分までとなります。
上記以外の施設は、開館時間がそれ

ぞれ決められていますので、ご利用の
際はご確認願います。

【
寄
付
】

開庁時間を15分延長、
午後５時30分までとなります
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さ
く
ら
の
花
が
満
開
を
過
ぎ
る
こ

ろ
、
４
月
15
日
に
甲
州
三
大
神
幸
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
お
み
ゆ
き
さ
ん
」

が
、
信
玄
堤
を
舞
台
に
し
て
、
行
わ
れ
ま

す
。当

日
は
、
釜
無
川
の
土
手
を
、「
ソ

コ
ダ
イ
・
ソ
コ
ダ
イ
」
と
独
特
の
掛
け

声
と
と
も
に
、
一
宮
浅
間
神
社
な
ど
か

ら
繰
り
出
し
た
お
神
輿
を
女
装
姿
で
担

い
で
渡
御
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
み
ゆ
き
ソ
コ
ダ
イ
踊
り

や
信
玄
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、

華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
み
な
さ
ん
お
揃
い
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
15
日（
日
）正
午
〜

（
雨
天
決
行
）

場
所

三
社
神
社
（
信
玄
堤
公
園
）
付
近

催
し
物
案
内

神
輿
等
の
渡
御
、
信
玄

太
鼓
演
奏
、
み
ゆ
き
ソ
コ
ダ
イ

踊
り
、
や
は
た
い
も
煮
汁
・
も

ち
無
料
配
布

■
問
い
合
わ
せ
は
…

お
み
ゆ
き
さ
ん
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課：

双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
４
　
　

（
竜
王
支
所
地
域
課：

竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
６
　
　
　

国
の
重
要
文
化
財
を
見
よ
う

光
照
寺
薬
師
堂

光
照
寺
薬
師
堂

は
、
内
部
に
あ
る
厨

子
と
と
も
に
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
祭
典
に

あ
わ
せ
、
薬
師
堂
が

開
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
中
の
厨
子
を
の

ぞ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
機
会
に
貴
重

な
文
化
財
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
、
会
場
で
は
地
元
自
治

会
が
行
う
祭
り
も
あ
り
ま
す
。

光
照
寺
薬
師
堂
祭
典

日
時

４
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

光
照
寺
（
甲
斐
市
岩
森
）

内
容

大
般
若
経
会
、
子
ど
も

お
ど
り
、
露
店
の
出
店

等
が
あ
り
ま
す
。

※
光
照
寺
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
。
双
葉
公
民
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
６
６

美しい日本の歴史的風土100選実行委員会が
選定を進めていた「美しい日本
の歴史的風土100選」が発表され、
甲斐市の「信玄堤とお林（ケヤ
キ並木）」が、日本三大松原の
「三保の松原」（静岡県）、長浜
の城下町（滋賀県）等と並んで、
準100選に選ばれました。
選ばれた100選など、詳し
くは（財）古都保存財団ホーム

ページで見ることができます。
（http://www.kotohozon.or.jp/index.html）
美しい日本の歴史的風土100選とは…美しい日本
の歴史的風土100選実行委員会【選考委員長：高
階秀爾 前国立西洋美術館長、事務局：(財）古都保
存財団（会長：平山郁夫 前東京芸術大学学長）】が
古都保存法施行40周年を記念し、次世代に継承す
べき美しい日本の歴史的風土が良好に保存されて
いる地域を全国から公募し、全国から約700か所
（うち山梨県は４か所）の応募があり、100選、準
100選をあわせて200か所が選定された。100選
には、世界文化遺産指定地域、古都保存法の指定
地域等に指定されている特別な地域を中心に選定
されている。

「信玄堤とお林」が
「美しい日本の歴史的風土」
準100選に



収入役が廃止されます
地方自治法の一部改正により、収入役が３

月31日をもって廃止となります。４月１日か
らは会計管理者（一般職）を置くこととなりま
す。
これに伴い、口座振替先および納税通知書、

納入通知書などの「収入役」表記は「会計管理
者」に変更になります。
なお、従来の表記の用紙でもそのまま利用

できます。
■問い合わせは…会計課（竜王庁舎１階）

055（278）1672

子
ど
も
の
相
談
に
つ
い
て

家
庭
児
童
相
談
員
で
は
、
生
ま
れ
て

か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
問
題
は
、
何
と
い
っ
て
も
早

い
う
ち
に
発
見
し
て
、
専
門
機
関
の
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
の
発
達
・
性
格
・
行
動
な
ど

に
つ
い
て
、
専
門
機
関
と
連
携
し
て
相

談
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

相
談
内
容

育
児
相
談（
性
格
行
動
・
不
登
校
・
適

正
・
育
児
・
し
つ
け
等
）、
養
護
相
談

（
虐
待
等
）、
保
健
相
談
、
障
害
相
談

（
肢
体
不
自
由
・
視
聴
覚
障
害
・
言
語

発
達
障
害
・
重
症
心
身
障
害
・
知
的
障

害
・
自
閉
症
等
）、
非
行
相
談（
犯
罪
を

犯
す
お
そ
れ
や
法
に
触
れ
る
行
為
を
行

っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
等
）、
そ
の
他

虐
待
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
の
家
庭
や
地
域
に
お
い

て
、
児
童
の
虐
待
な
ど
の
疑
い
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
と
き
な
ど
は
、
ど
う
ぞ

市
役
所
子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談

室
ま
で
相
談
・
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

い
。痛

ま
し
い
事
件
に
発
展
す
る
こ
と
が

多
い
児
童
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
日
に
つ
い
て

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　

（
虐
待
連
絡
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
付
）

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
２
名
の
相

談
員
が
み
な
さ
ん
の
相
談
・
連
絡
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
相
談
や

連
絡
は
守
秘
義
務
に
よ
り
保
護
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室

（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

案
件
名

甲
府
都
市
計
画
公
園
（
２
・
２
・
34

号
北
公
園
、
３
・
３
・
31
号
志
麻
の

里
公
園
）
の
都
市
計
画
の
変
更

縦
覧
期
間

４
月
10
日
（
火
）
〜
４
月
23
日
（
月
）

ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
た

だ
し
、
土
日
祝
祭
日
は
除
く
）

閲
覧
場
所

都
市
計
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

都
市
計
画
公
園
の
変
更
案
に
つ
い

て
、
ご
意
見
の
あ
る
人
は
、
４
月
23

日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で
に
、
意
見

の
要
旨
お
よ
び
そ
の
理
由
、
住
所
、

氏
名
を
記
載
し
た
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
土

日
祝
祭
日
は
除
く
）

な
お
、
意
見
書
の
提
出
が
で
き
る
人

は
、
甲
府
都
市
計
画
区
域
の
住
民
お
よ

び
利
害
関
係
者
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

都
市
計
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
９

甲
府
都
市
計
画
公
園
の

変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

甲
斐
市
家
庭
児
童
相
談
室

13
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市内にある135の自治会（区）のなかで特徴のあ
るもの、人、活動など順番に紹介しています。

（区長改選時期ですが、区長のお名前は、お話を伺っ
た18年度の区長を記載しています）

山本区（長久保博区長）
岩森区（高山昭一区長）
「お薬師さん」
この地区には、国の重要文化財である

光照寺があります。この建造物は江戸時
代初めに現在地に移されたもので、室町
時代後期の建築様式が特徴的な重厚感の
ある建造物です。山本区と岩森区では協
力し、文化財防火デーには、消火訓練を
するなど、この文化財と関わっています。

毎春、
第１日曜日には、
この光照寺の祭典
が行われます。こ
の日は、薬師堂が
開き、大般若会が
執り行われま
す。これは、

般若経を転読
し、除病招福を
祈るもの。建物
が開けられるので
中にある同じく重
要文化財の厨子を

見ることができます。
今年は、催し物として、特設ステ

ージで、一人芝居やマジックショ
ー、カラオケ大会のほか、ステ
ージ前の境内では、地元山
本・岩森地区のみなさん
のこども踊りや日本航
空学園太鼓隊の雄飛太
鼓の演奏などが披露さ
れます。
そのほか、甘茶や甘

酒の無料サービス、商工
会有志で組織する
双葉名店会のみな
さんによるフラン
クフルト、おでん、
などの模擬店もお
目見えし、賑やか
なまつりとなりま
す。
今年は４月１日

（日）開催。文化財
見学とともに訪ね
てはいかがでしょ
うか。

玉川西区（ 野武臣区長）
「若一王子神社祭典」
玉川地区の春は若一王子神社の祭典

で始まります。
玉川西区内にあるこの神社。玉川

東・西区合同で実行委員が組織され、
まつりが企画されています。昔は、こ
の地区の各
戸 に 同 じ
「 ち ょ う ち
ん」が保管

されていて、祭日には
それぞれの軒に吊るさ
れ、みごとな風情を呈
したそうです。今でも神社の参

道には、たくさんの提灯
が飾られ、別名「やこ
っさんのちょうちんま
つり」とも言われてい
ます。毎年４月の第
１日曜日に行われて
おり、今年は４月１日、ぜひおい
でくださいとのことです。
まずは、前日３月31日（土）に、宵

祭り（前夜祭）が行われます。子どもた
ちによるフリーマーケットやビンゴゲー

ム。またソフトボールチームなど有志のみ
なさんによる焼き鳥やフランクフルトなど

の模擬店、そして夕方６時か
らは「子供花火大会」が行
われます。
翌日は本祭り。朝９時

には、みこしが神社を出
発し、大人みこし・子供み
こしが揃って、午前中に玉

川東区内
を、午後からは西区
内をと、午後４時ご
ろまで玉川全域を御
渡します。
また、この日は神

社神楽殿で、竜王
新町の神楽保存会
のみなさんによる、
お神楽の舞を見る
こともできます。



（
韮
崎
市
）
の
若
宮
八

幡
宮
か
ら
神
楽
師
を

招
い
て
祭
事
を
行
っ

た
の
が
始
め
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
明
治
39
年
（
１
９
０
６
）

に
村
内
の
若
者
衆
が
若
宮
八
幡
宮
か

ら
神
楽
を
習
得
し
、
自
ら
奉
納
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
に
は
矯
風

会
と
い
う
組
織
が
結
成
さ
れ
、
面
、

楽
器
、
装
束
を
含
め
現
在
ま
で
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
４
月
と
10
月
の
祭
礼
に
奉
納

さ
れ
、
今
年
の
春
は
４
月
１
日
に
行

わ
れ
ま
す
。

わ
る
古
社
で
す
。

川
除
祭
は
現
在
、「
お
み
ゆ
き
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
宮
浅
間

あ

さ

ま

神
社
（
笛
吹
市
一
宮
町
）

の
木
花
開
耶
姫
命

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

、
二
宮
美
和

み

わ

神
社

（
笛
吹
市
御
坂
町
）
の
大
物
主
命

お
お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と

、

三
宮
玉
諸

た
ま
も
ろ

神
社
（
甲
府
市
国
玉
町
）

の
大
国
玉
大
神

お
お
く
に
た
ま
の
お
お
か
み

の
各
祭
神
を
三
社
神

社
に
迎
え
、
神
事
を
行
い
ま
す
。

祭
が
行
わ
れ
る
４
月
15
日
は
、
神

輿
を
担
ぐ
人
々
の
「
ソ
コ
ダ
イ
、
ソ

コ
ダ
イ
」
の
掛
け
声
で
賑
い
ま
す
。

大
久
保
地
区
の
氏
神
で
あ
る
子
之

ね

の

神
社
の
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
て
き
た
太だ

い

太
神
楽

だ
い
か
ぐ
ら

で
す
。
天
明
の
大
飢
饉
【
天

明
年
間
（
１
７
８
１
〜
１
７
８
９
）
に

東
北
地
方
を
中
心
と
し
た
全
国
規
模

の
大
飢
饉
】
の
お
り
、
貧
困
と
疫
病

の
災
禍
を
恐
れ
た
村
民
が
河
原
部
村

三
社
神
社
は
、
竜
王
の
赤
坂
台
地

の
南
端
に
近
接
す
る
釜
無
川
東
岸
に

あ
り
ま
す
。

本
殿
は
、
石
垣
で
高
低
差
に
区
切

ら
れ
た
境
内
の
北
部
に
位
置
し
、
正

面
に
石
鳥
居
（
市
指
定
建
造
物
）
が

建
っ
て
い
ま
す
。

三
社
神
社
本
殿
は
、

正
面
か
ら
見
た
と
き
柱

間
が
三
間
あ
り
、
屋
根

の
一
方
が
緩
や
か
な
反

り
を
も
っ
て
流
れ
る
よ

う
に
の
び
て
い
る

三
間
社

さ
ん
げ
ん
し
ゃ

流
造

な
が
れ
づ
く
り

と
い
う
建
築
様
式

で
、
南
向
き
に
建
っ
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
６
枚
の
棟
札
に
よ

っ
て
、
本
殿
は
貞
享
３
年
（
１

６
８
６
）
に
は
建
立
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
、
修
造
棟
札

で
は
宝
永
４
年
（
１
７
０
７
）
に

修
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
棟
札
か
ら
、
明
和

９
年
（
１
７
７
２
）、
寛
政
12
年

（
１
８
０
０
）、
文
政
７
年
（
１
８
２

４
）
な
ど
、
江
戸
時
代
に
３
回
の
屋

根
の
葺
替

ふ
き
か
え

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

現
在
の
本
殿
は
昭
和
41
年
（
１
９

６
６
）
に
桧
皮
葺
か
ら
銅
版
葺
に
葺

替
え
ら
れ
ま
し
た
。

創
建
年
代
は
、
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
淳
和
天
皇
の
天
長
２
年

（
８
２
５
）、
国
中
に
大
水
害
が
発
生

し
た
と
き
、
水
防
祈
願
の
た
め
、
こ

の
場
所
で
川
除

か
わ
よ
け

祭
が
行
わ
れ
た
と
伝

三
社
神
社
本
殿

さ
ん
し
ゃ
じ
ん
じ
ゃ
ほ
ん
で
ん

附
棟
札
６
枚

市
指
定
建
造
物

平
成
16
年
７
月
12
日
指
定

大
久
保

お

お

く

ぼ

の
神
楽

か

ぐ

ら

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

昭
和
49
年
５
月
１
日
指
定

15
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ブックスタートはご存じですか

ブックスタートとは、「絵本」を介して赤
ちゃんとその保護者が肌のぬくもりを感じな
がら、言葉と心を通わすそのかけがえのない
ひと時を持つことを応援する事業です。
市では、市内に在住する乳幼児を対象に絵
本１冊をバッグに入れてプレゼントしていま
す。詳しくは、４か月健診でお知らせしてい
ます。

まだ受け取ら
れていない人は、
ぜひ最寄りの図
書館までお越し
ください。

春・KAI・花コンサート
３月９日、竜王図書館において、尺八奏者の岩間

恒さんと電子オルガンの前田栄子さんのユニット「ジ
ェントルブリーズ」によるコンサートが開かれまし
た。大河ドラマ「風林火山のテーマ」など馴染みのあ
るものからオリジナルの曲まで、二つの楽器が作り
出す心地よい音色に、訪れた人たちは聴き入ってい
ました。

双葉・本の祭典
３月10日、双葉図書館では「双葉・本の祭典」を開催し

ました。みどりの風の朗読会や古本と雑誌のバックナンバ
ーの販売などがあり、視聴覚室で行われた幼児・小学生対
象の「おはな
し会のはじま
りはじまり」
には大勢の家
族連れが詰め
かけ、パネル
シアターや大
型絵本を楽し
みました。
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開館時間 ●平　日：午前10時～午後７時
●土・日：午前0９時～午後５時

４月のおやすみ 定例休館日 ２日（月）、９日（月）、16日（月）、23日（月）、
30日（月）

月末整理日 27日（金）

日時 ４月21日（土）
午前10時30分～11時30分

場所 竜王図書館おはなしコーナ
テーマ ともだちっていいな
内容 お話、ブックトーク、工

作

日時 ４月19日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 ４月19日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターな
ど

日時 ４月21日（土）
午後２時～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

日時 ４月12日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パ

ネルシアターなど

日時 ４月14日（土）、28日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 ４月19日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー 藤沢周平「蝉しぐれ」より

朝の蛇　他
板前　ねの会
助っ人板前　虹の夢ふくろう

日時 ４月12日（木）、26日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー

・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

日時 ４月14日（土）、28日（土）
午前10時30分～11時15分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
対象 ３歳～
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 ４月７日（土）
午前10時30分～正午

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、ゲーム

対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

内容 『地下鉄に乗って』
2006年／日本／121分
監督／篠原哲雄　原作／浅
田次郎　出演／堤真一、岡
本綾　他　

日時 ４月21日（土）
午後１時30分開演
（午後１時開場）

場所 敷島総合文化会館視聴覚室
定員 先着80名　
日時 ４月22日（日）

午後１時30分開演
（午後１時開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着200名　

（４月23日から５月12日まで）

～いっしょに、読もうか～
「こどもの読書週間」は、2000
年・子ども読書年を機に、ユネス
コが制定した「世界本の日」である
４月23日から５月５日の「子ども
の日」を含んで12日までの３週間
です。
子どもたちによい本に親しむこ

とをすすめ、読書の楽しみや喜び
を知らせ、正しい読書の習慣を身
につけさせる好機です。
また、大人になっても子どもの

読書がいかに大切なことか、良い
本を与えるためにはどういう努力
をしたらよいかということについ
て考える機会ともいえます。
ぜひ、この

機会にご家族
おそろいで図
書館にお出か
けください。

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭

敷島図書館

双葉図書館

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

おはなしのもり

キッズぷらねっと
～ストーリーテリング編～

おはなしのとびら

ふうせん劇場

上映会のお知らせ

第49回こどもの読書週間



●３月２日　ひなまつり集会
しきしま幼稚園では、ひなまつり集会を行いまし

た。武岡さん（中下条）から寄贈されたひな人形が飾
られたステージを前に、クラスごとに各自が作った

「手作りひな人形」を
クラス代表が紹介。
プリンの容器や、コ
ーヒーフィルターで
作られた人形に子ど
もたちから拍手がお
こりました。

●２月24日　ホタルの幼虫を放流
ホタルゆめ銀河の会では、信玄堤公園内のおみゆき

川へ会員が昨年から大切に育てたホタルの幼虫を放流
しました。昨年に比べ１か月ほど早い放流で、地元竜
王北小や竜王東小の
児童、ボーイスカウ
トなど子どもたち約
60人が、約3,000匹
の幼虫を放流。６月
上旬頃にはホタルが
飛び交う姿を楽しめ
るそうです。

ゆうのう敷島主催のきのこづくり体験教室
が今年もクラインガルテンクラブハウスで開
催され、今回は20人が参加。専門家の説明を
受けながら、ドリルで原木に深さ２センチの
穴をあけ、専用の道具でシイタケとなめこの
菌を植え付けました。

●２月25日　きのこづくり教室　

市内小中学校・高等学校で卒業式が執り行われました。
小学校では、卒業式に先立ち、６年生を送る会を開催。下級生が歌など

を披露するとともに、６年生に心をこめたプレゼントを渡し、卒業を祝い
ました。また、敷島中学校では、３月に完成したばかりの体育館で卒業式
が行われ、真新しいステージ上で卒業生に校長先生から卒業証書が手渡さ

れました。
（写真左上：敷島中学校
左下：県立農林高校
右上：敷島北小学校
右中：竜王南小学校
右下：双葉西小学校）

18

卒
業
式
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KAIふれあいステージが今年も開催され、22組のみな
さんが出場、日頃の練習の成果を披露しました。午前10
時から始まった舞台では、ハワイアンダンス、ビックバ

ンドジャズ、
太鼓、ヒップ
ホップダン
ス、合唱、独
唱、楽器演奏、
歌と踊りな
ど、多彩なス
テージが繰り
広げられまし
た。

●３月４日　甲斐市ちいさな旅　

３月３日●
小中学生グラウンドゴルフ大会　　

山梨こと
ぶき勧学院
中巨摩学園
の 1 9 期 、
20期生が、
釜無川レク
リエーショ
ン前の西八

幡公園に植樹を行いました。これは、ことぶき勧学
院が開校して20年目の節目の記念に行われたもの
で、代表８人が集まり桜５本を植えました。

●２月25日　男女共同参画講演会

竜王南部公
民館グラウン
ドで竜王南部
公民館活動推
進協議会が主
催する「小中
学生グラウン
ドゴルフ大会」
が行われ、地
域の小・中学生約100人が参加し交流を深めまし
た。初めてグラウンドゴルフを体験する低学年の子
どもは、スティックさばきに悪戦苦闘しながらも、
ナイスショットには歓声をあげていました。

●２月25日 KAIふれあいステージ2007

甲斐市商工会主催の「甲斐市ちいさな旅」が行
われました。今回で３回目のこのツアーには、市
内外から100人が参加。約４キロのコースで、光
照寺や諏訪神社など10か所の名所を見学しまし
た。特に初めて見学者に開放された江戸時代から
の旧家「網蔵家」では、歴史ある建物群を熱心に見
学。庭園での野だてには、参加者も感動した様子
でした。

●２月28日　西八幡公園に桜を植樹

●２月18日 敷島吹奏楽団定期演奏会

今年で18回を数える敷島吹奏楽団の定期演奏会
が、山梨県民文化ホール小ホールで行われました。
500人以上の聴衆が詰め掛けた会場では、空中都市
「マチュピチュ」などのほか、特集ステージやグレ
ン・ミラー・メドレーなどが演奏されました。

甲斐ヒューマンプラン推進委員会では、敷島
総合文化会館大ホールで桜井高志さんを講師に
「家庭における男女共同参画」と題した講演会を
開催しました。桜井さんは、「男女共同参画につ
いて難しく考えず、一人ひとりが納得できる状
況かどうか」がポイントであり、この共同参画
がみんなが安心して暮らせる社会づくりに繋が
ると話しました。
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近藤直子さん：Ｈ18年度生け垣・
花壇コンテナコンクール最優秀賞

保坂美津江さん：Ｈ18年度生け垣・
花壇コンテナコンクール最優秀賞　
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市
で
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、
生
け
垣
や
花
壇
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
住
宅
な
ど

の
公
道
に
面
し
た
部
分
に
新
た
に
生
け

垣
や
花
壇
を
つ
く
る
場
合
、
そ
の
費
用

を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
樹
木
の
購
入
費
や
支

柱
、
花
壇
の
施
工
費
や
種
苗
代
の
ほ
か
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら
生
け
垣
な
ど
に
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
取
り
壊
し
費
用
も
助

成
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
を
受
け
る
に
は
い
く

つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

着
工
前
に
ご
相
談（
申
請
）い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
既
に
完
成
し
て
い
る

■
問
い
合
わ
せ
は
…

緑
化
推
進
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
１

も
の
に
つ
い
て
は
、
助
成
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

■
補
助
対
象
要
件

公
道
に
面
し
た
部
分
に
設
置
す
る
３

メ
ー
ト
ル
以
上
の
生
け
垣
ま
た
は
花
壇

で
、
縁
石
等
は
50
㎝
以
下
、
公
道
境
界

か
ら
50
㎝
以
上
離
し
て
植
栽
す
る
ほ
か
、

い
く
つ
か
必
要
な
補
助
要
件
を
満
た
す

も
の
。

双葉水辺公園西八幡公園

カルチャーパーク

赤坂台総合公園（写真は昨年の様子）

市内公園でも花が見頃です



◆３Kmコース
親子ファミリーの部
１位 金森幸弘・良太
（南アルプス市）

２位 藤巻輝之・輝（笛吹市）
３位 内田淳・遥（甲斐市）
小学校４・５・６年生男子の部
１位 河口泰亮（南アルプス市）
２位 川俣隼也（長野県）
３位 望月光樹（甲府市）
小学校４・５・６年生女子の部
１位 若月瞳（甲府市）
２位 高橋可鈴（神奈川県）
３位 早川実沙（南アルプス市）

◆５Kmコース
中学生男子の部
１位 内藤正道（南アルプス市）
２位 串田優大（甲斐市）
３位 石水大地（甲斐市）
中学生女子の部
１位 河口英里奈（南アルプス市）

２位 吉岡優海（笛吹市）
３位 佐山奈帆（甲斐市）
一般・高校生男子の部
１位 齋藤賢志（南アルプス市）
２位 草間正博（韮崎市）
３位 滝澤勉（長野県）
一般・高校生女子の部
１位 大沢由富子（山梨市）
２位 三井由香里（韮崎市）
３位 清水久美子（韮崎市）
40歳以上男子の部
１位 菊池利治（長野県）
２位 小野貴史（北杜市）
３位 木田幸二（甲府市）
40歳以上女子の部
１位 名取和子（南アルプス市）
２位 村山直美（京都府）
３位 篠原りさ子（韮崎市）
60歳以上男子の部
１位 白川一（甲斐市）
２位 山 和男（神奈川県）
３位 千田正見（笛吹市）

◆10Kmコース
一般・高校生男子の部
１位 早川真悟（南アルプス市）
２位 櫻田元規（南アルプス市）
３位 星野隆彦（甲州市）
一般・高校生女子の部
１位 清水祥子（南アルプス市）
２位 山口はな（甲斐市）
３位 原しずか（甲斐市）
40歳以上男子の部
１位 岩瀬史明（甲斐市）
２位 河野寛（中央市）
３位 飯野潤二（甲斐市）
40歳以上女子の部
１位 高山恵子（笛吹市）
２位 望月美和（甲府市）
３位 泉幸子（長野県）
60歳以上男子の部
１位 山田弘志（甲斐市）
２位 鶴田五郎（甲州市）
３位 丹沢新一郎（市川三郷町）
（敬称略）

《大会結果（参加者数：1439人）》

３月11日（日）春の訪れを告げる「第３回
甲斐梅の里クロスカントリー大会」が市内
外から1439人の参加者を迎え開催されまし
た。朝から降っていた雨もスタート前には
あがり、春の暖かい日差しの中を駆け抜け
ました。
甲斐市として第３回目の大会を無事開催

することができたのは、運営に協力してい
ただいた各種団体、ボランティアの方など
多くの皆さんのご協力によるものと感謝い
たします。大変ありがとうございました。



一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ４月20日（金）

・学校体育施設（５月分） 午後７時～
・社会体育施設（６月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ４月25日（水）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（５月分）
・社会体育施設（６月分）

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

市内スポーツ少年団の指導者を対象とした研修会
が２月 1 7 日
（土）竜王北部
公民館で開催
されました。
日本赤十字

社山梨県支部
救急法指導員
野村浩一講師
による心肺蘇
生法、ＡＥＤ
を用いた応急手当法の研修で、参加した49人の指導
者のみなさんは、実際にＡＥＤを操作し、万一の時
に実践できるよう真剣に取り組んでいました。

２月25日（日）、敷島体育館を会場に市バレーボー
ル協会主催によるソフトバレーボール大会が開催さ
れました。３部21チームが参加し、熱戦が繰り広げ
られました。

２月17日（土）グラウンド・ゴルフ協会主催の第
４回市民親善大会が赤坂台総合公園で開催されまし
た。当日は336人が参加し、県スポレク祭の出場権
をかけ熱戦が繰り広げられました。（敬称略）
○男子の部
優勝 長田豊
準優勝 上条秀夫
３位 山本忠男
○女子の部
優勝 佐藤満野
準優勝 嶋田末子
３位 飯室常子

２月24日（土）、長野県青木湖スキー場において
50人が参加しスキー教室が開催されました。当日は
天候にも恵まれ、体育協会スキー部員の指導により
スキー初体験の子から上級者まで練習に励みました。

短い時間でした
が、楽しい時間を
過ごし大満足の１
日となりました。

甲斐市スポーツ施設開放

甲斐市スポーツ少年団指導者研修会

ファミリーの部（３チーム）
Ｅパート
優勝 竜王ペガサスＡ
準優勝 竜王ペガサスＢ

フリーの部（10チーム）
Ａパート
優勝 山梨富創
準優勝 上篠原Ａ

Ｂパート
優勝 ブレーカーズ
準優勝 甲斐竜王

トリムの部（８チーム）
Ｃパート
優勝 甲斐竜王Ｂ
準優勝 甲斐竜王Ａ

Ｄパート
優勝 冷間区
準優勝 竜王２区

ソフトバレーボール大会

甲斐市民親善グラウンド・ゴルフ大会

日帰りスキー教室



甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

嘱
託
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

職
種

甲
斐
市
市
税
徴
収
嘱
託
員

応
募
資
格

心
身
共
に
健
全
で
普
通
自

動
車
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
者

業
務
内
容

甲
斐
市
市
税
の
徴
収

勤
務
条
件
等

甲
斐
市
市
税
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
税
徴
収
嘱
託
員
取
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要

綱
に
よ
る
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

統
計
調
査
員
募
集
に
つ
い
て

業
務
内
容

各
種
統
計
調
査
で
調
査
票

の
配
布
や
回
収
、
整
理
な
ど

募
集
期
間

随
時

登
録
要
件

・
市
内
に
居
住
し
、
20
歳
以
上
で
調
査

活
動
が
で
き
る
健
康
な
人

・
調
査
で
知
り
得
た
事
な
ど
、
秘
密
の

保
護
が
で
き
る
人

・
警
察
、
選
挙
、
税
務
事
務
に
従
事
し

て
い
な
い
人

・
平
日
に
開
催
さ
れ
る
説
明
会
等
に
参

加
で
き
る
人

申
し
込
み

指
定
の
調
査
員
登
録
カ
ー

ド
に
必
要
事
項
を
記
入
し
本
人
が
企

画
課
窓
口
へ
持
参
（
登
録
カ
ー
ド
に
つ

い
て
は
竜
王
庁
舎
は
企
画
課
、
敷
島

庁
舎
お
よ
び
双
葉
庁
舎
は
市
民
課
に

あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
企
画
課
（
竜
王
庁
舎

２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
額
が

変
わ
り
ま
す

平
成
19
年
度
国
民
年
金
保
険
料
額
が

月
額
１
４
、
１
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
分
の
納
付
書
（
国
民
年
金
保

険
料
納
付
案
内
書
）
は
４
月
上
旬
頃
、
社

会
保
険
庁
か
ら
ご
本
人
あ
て
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

保
険
料
は
全
国
の
金
融
機
関
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は

翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
18
年
度
に
申
請
免
除
を
受
け
て
　

い
た
方
は
…

全
額
免
除
の
方
…
６
月
ま
で
全
額
免
除

が
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
４
月
に

納
付
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

一
部
免
除
の
方
…
６
月
ま
で
一
部
免
除

が
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
４
月
に

４
〜
６
月
分
の
一
部
保
険
料
納
付
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
通
常
は
翌

月
末
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
。
当
月
末
に
引
き

落
と
し
さ
れ
る
「
早
割

制
度
」
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
が
毎
月
50
円
割

引
に
な
り
ま
す
。

「
口
座
振
替
・
早
割
」

（
当
月
末
引
き
落
と
し
）

１
４
、
１
０
０
円

↓

１
４
、
０
５
０
円

そ
の
ほ
か
一
括
に
納

め
る
こ
と
で
割
引
に
な

る
方
法
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
竜
王
社

会
保
険
事
務
所
、
各
金
融
機
関
の
窓
口

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
（
基
礎
年

金
番
号
な
ど
）
を
記
入
し
て
、
金
融
機
関

届
出
印
を
押
印
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

学
生
の
方
へ
　

４
月
は
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
ん
で

い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
方
も
加
入
と
な
り
ま
す
が
、
収

入
が
な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
が
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
（
追
納
）
も
で
き
ま
す
の
で
、

収
入
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
追
納
を

し
ま
し
ょ
う
。

届
出
に
必
要
な
も
の
…
学
生
証
（
写
し
）、

年
金
手
帳
、
印
鑑
（
本
人
署
名
の
場
合

は
不
要
）

※
代
理
の
場
合
は
、
委
任
状
と
代
理

の
方
の
身
元
確
認
（
免
許
証
・
保
険
証
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
険
課
（
竜
王
庁
舎

１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

竜
王
社
会
保
険
事
務
所
　

０
５
５
（
２

７
８
）
１
１
０
４

70
歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た
場
合
の
窓

口
で
の
医
療
費
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す

４
月
か
ら
70
歳
未
満
の
人
が
入
院
し

た
場
合
、
一
医
療
機
関
に
支
払
う
入
院

時
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
に
変
わ
り
ま
す
。

70
歳
未
満
の
人
が
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分
は
、
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住民基本台帳の閲覧結果（平成19年１月）
■申請者　日本たばこ産業株式会社
■閲覧の目的 「全国たばこ喫煙率調査」
の対象者抽出のため

■調査結果の公表時期とその媒体名　
平成19年10月下旬に記者発表し、同
社のホームページに掲載

■閲覧地域　篠原
■閲覧件数　20件
■申請者　東京大学
■閲覧の目的 「2006年度社会意識に関
する調査」の対象者抽出のため

■調査結果の公表時期とその媒体名　
平成19年６月頃、大学のホームペー
ジに掲載

■閲覧地域　島上条
■閲覧件数　14件



後
か
ら
の
申
請
に
よ
り
高
額
療
養
費
と

し
て
払
い
戻
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
入

院
時
に
お
い
て
は
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
の
負
担
で
済
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
は
所
得
に
よ
り
異

な
る
た
め
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
所
得

区
分
の
記
載
さ
れ
た
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
国
保
の
窓
口
で
申
請
し
、
限

度
額
適
用
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示

す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
入

院
す
る
場
合
は
、
入
院
前
に
忘
れ
ず
に

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

外
来
や
世
帯
合
算
し
て
限
度
額
を
超

え
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
後
か
ら

申
請
を
し
て
支
給
を
受
け
る
形
に
な
り

ま
す
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
受
け
る
に

は
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
の
な
い
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

所
得
の
申
告
が
必
ず
必
要
と
な
り
被
用

者
保
険
（
社
会
保
険
）
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
除
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

４
月
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
の

受
領
委
任
払
制
度
が
始
ま
り
ま
す

国
保
加
入
者
が
出
産
す
る
際
に
「
出
産

費
用
を
一
時
的
に
準
備
さ
れ
る
負
担
を

軽
減
」
す
る
た
め
、
現
在
の
出
産
育
児
一

時
金
の
支
払
方
法
に
加
え
、
市
が
直
接
、

医
療
機
関
な
ど
に
振
り
込
む
こ
と
が
で

き
る
受
領
委
任
払
制
度
が
利
用
で
き
ま

す
。

受
領
委
任
払
制
度
っ
て
な
に
…

現
在
の
出
産
育
児
一
時
金
は
、
通
常

出
産
後
の
申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
領
委
任
払
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保

険
者
（
市
国
保
）
か
ら
直
接
医
療
機
関
な

ど
に
出
産
育
児
一
時
金
（
35
万
円
）
を
支

払
い
ま
す
の
で
、
35
万
を
超
え
た
金
額

の
み
を
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
機
関
な
ど
か
ら
の
請
求

額
が
35
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
差
額
分
が
世
帯
主
の
口
座
に
支
払

わ
れ
ま
す
。

制
度
を
利
用
す
る
に
は
…

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
方
は
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

世
帯
主
で
す
。

○
被
保
険
者
の
出
産
に
つ
い
て
、
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
見
込

み
が
あ
り
、
出
産
予
定
日
ま
で
１
か

月
以
内
で
あ
る
方
。

○
医
療
機
関
な
ど
の
同
意
が
得
ら
れ
る
方
。

○
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
な
い
方
。

な
お
、
こ
の
制
度
の
利
用
に
際
し
て

は
、
事
前
に
医
療
機
関
な
ど
に
取
扱
い

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
）
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
各
保
険
者
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

平
成
19
年
４
月
か
ら
児
童
手
当
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
す

０
歳
以
上
３
歳
未
満
の
児
童
に
対
す

る
児
童
手
当
の
月
額
が
一
律
１
万
円
と

な
り
、
平
成
19
年
４
月
（
６
月
支
給
分
）

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
３
歳

到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、
第
１
子
・
第

２
子
の
手
当
月
額
は
５
千
円
に
な
り
ま

す
。（
第
３
子
に
つ
い
て
は
１
万
円
の
ま

ま
）
申
請
に
つ
い
て
は
特
に
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
早
め
の
接
続
を

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す

る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で

借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
が
あ
り
ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
50
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

●
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が

一
人
い
る
こ
と

ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使

用
者
に
対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便

所
改
造
助
成
金
交
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
貸
住
宅
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
）

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
額

（
自
己
用
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

●
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
接
続
工
事
の
着
手
前
に
申
請
す
る
こ
と

②
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

④
官
公
署
、
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
法

人
で
な
い
こ
と

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
水
利
用
の

場
合
は
上
水
道
の
使
用
水
量
の
応
じ
て
、

水
道
料
金
と
一
緒
に
２
か
月
に
一
度
請

求
し
ま
す
。

※
敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
水

道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か
ら
の

請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
別
々

の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
敷
島
地
区
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精
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算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
連
絡
事
項

氏
名
、
転
出
日
、
転
出

先
、
電
話
番
号

②
甲
府
市
水
道
局
に
連
絡

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

③
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

下
水
道
は
何
で
も
流
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

下
水
管
に
誤
っ
て
異
物
が
流
れ
込
ん

だ
た
め
に
、
汚
水
が
逆
流
し
て
ご
家
庭

の
下
水
道
が
使
え
な
く
な
る
事
例
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
に
接
続
し
て

も
、
何
で
も
流
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

雑
巾
、
軍
手
な
ど
の
布
類

下
水
管
が

つ
ま
り
下
水
道
が
使
え
な
く
な
る
の

で
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
紙

水
に
溶
け
に
く
い
紙
は
、
下
水
管
が
つ

ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

て
ん
ぷ
ら
油
、
野
菜
く
ず

下
水
管
が

つ
ま
り
、
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
。

風
呂
、
洗
面
所
の
毛
髪

下
水
管
の
つ

ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
目

皿
の
毛
髪
を
こ
ま
め
に
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

お
酒
、
シ
ン
ナ
ー

揮
発
性
が
高
い
物
質

な
の
で
、
爆
発
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の
物
質

を
取
り
除
く
装
置
（
除
外
施
設
）
の
設
置

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

水
道
局
か
ら
お
知
ら
せ

水
道
水
の
水
質
検
査

水
道
局
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

安
心
し
て
水
道
水
を
飲
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
定
期
的
に
水
質
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

水
質
検
査
は
、
水
道
水
が
水
質
基
準

に
適
合
し
、
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
、
原
水
お
よ
び
浄
水
に
つ
い
て
、

次
に
よ
り
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
原
水
検
査
（
水
道
水
の
素
と
な
る
水
の

検
査
）
…
原
水
は
、
水
源
ご
と
に
40
項

目
を
年
１
回
検
査
し
て
い
ま
す
。

②
浄
水
検
査
（
み
な
さ
ん
が
毎
日
飲
ん
で

い
る
水
道
水
の
検
査
）
…
浄
水
は
、
配

水
場
系
統
ご
と
に
行
い
、
項
目
に
よ

っ
て
毎
日
、
毎
月
、
年
４
回
、
年
１

回
の
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

・
毎
日
検
査
は
、
色
・
濁
り
・
消
毒
の

効
果
の
３
項
目
で
す
が
、
臭
い
・
味

も
同
時
に
検
査
し
て
い
ま
す
。

・
毎
月
検
査
は
、
水
質
変
化
の
指
標
と

な
る
９
項
目（
一
般
細
菌
な
ど
）で
す
。

・
年
４
回
検
査
は
、
毎
月
行
う
９
項
目

に
加
え
て
、
消
毒
副
生
成
物
（
総
ト
リ

ハ
ロ
メ
タ
ン
な
ど
）
を
加
え
た
20
項
目

で
す
。

・
年
１
回
検
査
は
、
基
準
値
以
下
で
給

水
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
50
項
目
（
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
な
ど
）
で
す
。

そ
の
ほ
か
水
道
水
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
水
質
管
理
上
必
要
な
項
目

に
つ
い
て
も
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

引
越
し
の
際
は
早
め
に
連
絡
を

●
水
道
の
使
用
を
や
め
る
と
き

水
道
の
使
用
を
止
め
る
日
の
前
日

（
そ
の
日
が
土
、
日
、
休
日
の
と
き
は
そ

れ
以
前
の
営
業
日
）
ま
で
に
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

・
知
ら
せ
て
い
た
だ
く
内
容

①
お
客
さ
ま
番
号
（
使
用
水
量
の
お
知
ら

せ
に
記
載
）
②
住
所
③
名
前
④
使
用
を

や
め
る
日
⑤
連
絡
先
（
電
話
番
号
）

※
転
出
先
が
市
外
の
人
は
、
現
地
立
ち

会
い
の
際
に
精
算
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
水
道
を
使
用
す
る
と
き

開
栓
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

必
ず
水
道
局
の
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

①
使
用
に
な
る
日
が
平
日
の
場
合

午
後
３
時
ま
で
に
手
続
き
を
し
た
場

合
は
、
当
日
開
栓
で
き
ま
す
。

②
使
用
に
な
る
日
が
土
、
日
、
休
日
の

場
合

土
、
日
、
休
日
の
前
日
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
の
な
い

場
合
は
、
休
日
明
け
に
な
り
ま
す
。

●
名
義
を
変
更
す
る
と
き

所
定
の
届
出
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
、
捺
印
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
水
道
局
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
業
務
課
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
３

平
成
19
年
度
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

制
度
の
ご
案
内

こ
の
制
度
は
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

等
が
通
常
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
、
タ
ク
シ
ー
等
を
利

用
す
る
場
合
に
そ
の
料
金
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
で
、
平
成
19
年
度
に
つ
い

て
も
４
月
よ
り
受
付
を
行
い
ま
す
。

該
当
に
な
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
２
級
、
療

育
手
帳
A
、
保
健
福
祉
手
帳
１
〜
２

級
に
該
当
す
る
人

・
山
梨
県
介
護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け

て
い
る
も
の
に
介
護
さ
れ
て
い
る
方

で
あ
っ
て
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
人
。

た
だ
し
、
該
当
す
る
場
合
で
も
次
の

人
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
本
人
も
し
く
は
家
族
が
自
動
車
税
ま

た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
お
よ
び
自

動
車
燃
料
費
助
成
を
受
け
て
い
る
人

・
社
会
福
祉
施
設
、
介
護
保
険
施
設
に

入
所
し
て
い
る
人

該
当
者
に
は
３
月
中
に
通
知
を
出
し

ま
し
た
が
、
届
い
て
い
な
い
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６
　

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１
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高
齢
者
福
祉
基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

市
で
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
65
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
福

祉
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
山
梨
県
か
ら
の
依
頼
に
よ

り
行
う
も
の
で
あ
り
、
統
一
的
な
調
査

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
実
態

を
把
握
し
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。
地
区
民
生
委
員
が
調
査
員
と

な
り
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
期
間

４
月
末
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…

高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

金
婚
記
念
写
真
を
贈
り
ま
す

市
で
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
金
婚
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
妻
に
お
祝
い
と
し
て

金
婚
記
念
写
真
（
撮
影
代
含
む
一
式
）
を

贈
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
対
象
者
条
件
は
、
平

成
19
年
４
月
１
日
に
甲
斐
市
に
お
住
ま

い
で
、
婚
姻
届
出
日
が
昭
和
31
年
４
月

２
日
〜
昭
和
32
年
４
月
１
日
の
ご
夫
妻

で
す
。（
た
だ
し
、
平
成
18
年
度
以
前
に

対
象
と
な
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
除
き
ま
す
）

申
し
込
み
は
、
高
齢
者
福
祉
基
礎
調

査
（
４
月
実
施
）
の
際
、
調
査
を
す
る
民

生
委
員
に
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
市
で
は
提
出
さ
れ
た
申

出
書
の
内
容
を
本
籍
地
等
に
確
認
後
、

該
当
者
に
は
、
金
婚
記
念
写
真
撮
影
等

の
案
内
書
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
後
で
も
、
随
時
、
高
齢

福
祉
担
当
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

子
育
て
ひ
ろ
ば

プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー

ム
・
食
堂
と
３
つ
の
部
屋
が
自
由
に
使

え
、
親
子
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
日
替
わ
り
で
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
友
だ
ち

と
一
緒
に
、
親
子
２
人
で
ゆ
っ
た
り
と
。

一
度
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

（
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
）

リ
ズ
ム
遊
び
や
、
読
み
聞
か
せ
、
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
、
わ
ら
べ
う
た
を
親
子
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う

開
催
日

毎
週
火
曜
・
水
曜
　

６
か
月
〜
１
歳
６
か
月
対
象

毎
週
木
曜
・
金
曜

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
対
象

時
間

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

（
自
由
参
加
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
体
を
使
っ
て
遊

び
ま
す
。

講
師

窪
田
音
楽
教
室
　
窪
田
敏
子
さ
ん

日
時

４
月
27
日
（
金
）

10
時
30
分
〜
11
時

対
象

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
児
の

親
子

定
員

15
名
（
予
約
制
）

※
受
け
付
け
に
て
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
（
電
話
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
）

子
育
て
相
談

保
育
園
・
児
童
館
の
情
報
提
供
、
育

児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
接
相
談

の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

子
育
て
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

子
育
て
経
験
や
持
っ
て
い
る
知
識
を

生
か
し
て
、
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
と

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
協
力
し
て
く

れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２

庁
舎
）

活
動
内
容

子
育
て
教
室
の
講
師
・
子

育
て
講
演
会
参
加
者
の
託
児
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

市
奨
学
金
の
貸
付

優
秀
な
生
徒
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
高
校
や
大
学
で
の
修
学
が
困

難
な
人
に
奨
学
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

貸
付
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
申
請
書

類
を
揃
え
て
教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
要
件

①
学
費
な
ど
の
支
払
が
困
難
で
あ
る
こ

と
（
所
得
基
準
が
あ
り
ま
す
）

②
他
の
制
度
に
よ
る
奨
学
資
金
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
等
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貸
付
金
額

大
学
在
学
者
…
月
額
２
万
円

高
校
在
学
者
…
月
額
１
万
円

貸
付
期
間

大
学
…
最
高
４
年

高
校
…
最
高
３
年

貸
付
利
率

無
利
子

返
還
方
法

貸
付
期
間
終
了
月
の
翌
月

か
ら
起
算
し
て
６
か
月
を
経
過
し
た

後
10
年
以
内

申
込
期
間

４
月
２
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

■
お
問
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
７
０
３

平
成
20
年
成
人
式
の
お
し
ら
せ

来
年
の
成
人
式
は
「
成
人
の
日
」
前
日

の
日
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
間

違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
20
年
１
月
13
日(

日
）

受
付
　
午
前
９
時
か
ら
　

式
典
　
午
前
10
時
か
ら

場
所

昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」

対
象
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

平
成
20
年
成
人
式
実
行
委
員
の
募
集

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
人
で
、
成
人

式
の
企
画
に
参
加
し
、
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
一
生

に
一
度
の
成
人
式
を
自
ら
の
手
で
作
り

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
グ
ル
ー
プ
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。

会
議
日
程
６
月
頃
か
ら
開
催
予
定

募
集
内
容

平
成
20
年
成
人
式
の
企
画

（
記
念
品
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）
・
運
営

（
司
会
・
入
場
整
理
）
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
　
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

市
営
田
畑
団
地
１
号
館
２

０
５
号
（
３
D
K
）
・
２
号
館
２
０
３

号
（
３
D
K
）（
甲
斐
市
宇
津
谷
４
６

５
８
番
地
２
）

選
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
同
居
親
族
が
あ
る
希

望
者
を
優
先
し
ま
す
。

募
集
方
法

申
込
用
紙
を
竜
王
庁
舎
建
設

課
、
双
葉
・
敷
島
庁
舎
各
地
域
課
で
配

布
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
入
居
者
は
審
査
の
う
え

決
定
い
た
し
ま
す
が
、
該
当
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

４
月
２
日
（
月
）
〜
９
日

（
月
）
土
･
日
･
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

抽
選
日（
予
定
）
４
月
16
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
（
田
畑
団
地
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登
録
者
募
集

い
ろ
い
ろ
な
学
習
要
望
に
応
じ
て
派

遣
す
る
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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野
鳥
に
詳
し
い
人
、
凧
作
り
名
人
…

な
ど
、
あ
な
た
の
知
識
と
技
術
を
活
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

受
講
生
募
集
〜
入
門
課
程
〜

聴
覚
障
害
者
の
よ
き
理
解
者
と
し
て

広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
人
た

ち
を
育
成
す
る
手
話
講
習
会
で
す
。

基
礎
か
ら
学
べ
る
の
で
、
手
話
経
験
の

な
い
人
も
安
心
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

開
催
日
程

５
月
９
日
〜
８
月
８
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
30
分

５
月
19
日
・
６
月
９
日
・
７
月
14
日
・

８
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

の
計
18
回
コ
ー
ス
　
　
　
　

開
催
場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

対
象
者

甲
斐
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務

者
（
入
門
課
程
終
了
後
、
基
礎
課
程
を

受
講
で
き
る
人
）

定
員

20
人

参
加
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
、
２
０

０
円
は
自
己
負
担
）

申
込
期
間

４
月
５
日
か
ら
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４
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消
費
者
講
座

市
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
放

送
局
の
し
く
み
、
食
品
の
安
全
・
地
産

地
消
・
食
育
、
医
薬
品
と
の
上
手
な
付

き
合
い
方
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
消
費

者
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

講
座
の
内
容

第
１
回（
４
月
）

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
現
状
と
今
後
」

第
２
回（
６
月
）

「
カ
ゴ
メ
富
士
見
工
場
を
見
学
」

第
３
回（
９
月
）

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局
を
見
学
」

第
４
回（
11
月
）

「
食
育
に
つ
い
て
」

第
５
回（
１
月
）

「
医
薬
品
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」

全
て
の
講
座
の
受
講
料
は
無
料
で
す
。

ま
た
、
申
し
込
み
は
受
講
希
望
の
講
座

ご
と
に
そ
の
都
度
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

連
続
し
て
出
席
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
広
報
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

第
１
回
消
費
者
講
座
は
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

内
容

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
が
、
２

０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で
で
終
了
し
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
切
り
替
わ
り

ま
す
。
こ
れ
に
対
応
し
た
テ
レ
ビ
・

チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の
選
び
方
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
を
通
じ
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
み
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
設

定
が
必
要
な
の
か
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

日
時

４
月
20
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

竜
王
北
部
公
民
館

講
師

㈱
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
社
員

定
員

40
人

申
込
受
付

４
月
９
日
（
月
）
〜
18
日

（
木
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

参
加
者
募
集

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
市
内

の
小
学
生
を
対
象
に
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間

４
月
７
日
〜
平
成
20
年
３
月
29

日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

竜
王
小
学
校
体
育
館

対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
生

内
容

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
基
礎
・
実
践

参
加
料

無
料

持
ち
物

体
育
館
履
、
タ
オ
ル
等

申
し
込
み

会
場
に
て
随
時
受
付
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甲
府
地
区
広
域
事
務
組
合

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

貸
出
教
材

16
ミ
リ
映
写
機
・
16
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
・
ビ
デ
オ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
・
ス
ク
リ
ー
ン
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ポ
ー
タ

ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
　
他

利
用
資
格

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
の
圏
域
に
お
け
る
学
校
教
育
・
社

会
教
育
・
そ
の
他
の
機
関
及
び
団
体

※
営
利
目
的
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
料

無
料

申
込
方
法

利
用
す
る
団
体
の
責
任
者

が
所
定
の
申
込

書
に
記
入
し
、

申
し
込
ん
で
下

さ
い
。（
電
話
予

約
も
可
）

■
問
い
合
わ
せ

は
…
甲
府
地
区

広
域
行
政
事
務

組
合
　

０
５
５
（
２
２
２
）
１
１
９
０

甲
府
市

第
44
回
甲
府
城
下
祭
り

日
時

４
月
８
日
（
日
）
午
前
８
時
〜

内
容

①
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
・
甲
府

in
武
田
城
下
祭
り
②
甲
府
囃
子
・
は

し
ご
の
り
・
き
や
り
・
み
こ
し
③
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
④V

F

甲
府
サ
ッ

カ
ー
教
室
⑤
子
ど
も
武
者
行
列
⑥
和

太
鼓
演
奏
会

武
田
二
十
四
将
騎
馬
行
列

日
時

４
月
12
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
　
出
発

内
容
　
武
田
二
十
四
将
騎
馬
行
列
を
中

心
に
大
人
み
こ
し
、
白
丁
等
の
総
勢

４
０
０
余
名
に
よ
り
武
田
神
社
か
ら

遊
亀
公
園
ま
で
の
往
復
を
パ
レ
ー
ド

第
15
回
甲
府
市
緑
化
ま
つ
り

日
時

５
月
13
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場緑

が
丘
ス
ポ
ー
ツ
公
園
「
船
出
広
場
」

内
容

植
木
・
花
・
園
芸
造
園
資
材
・

農
産
物
な
ど
の
展
示
・
販
売
、
な
で

し
こ
（
市
の
花
）
１
千
鉢
・
甲
州
有
機

の
無
料
配
布
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
市
緑
化
ま
つ
り
実
行
委
員
会

０
５
５
（
２
２
３
）
６
１
０
１

中
央
市

中
央
市
れ
ん
げ
ま
つ
り
07'

日
時

４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）

９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

※
雨
天
の
場
合
一
部
内
容
を
変
更
し
実

施
し
ま
す
。

会
場

中
央
市
玉
穂
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
広
場
（
中
央
市
乙
黒
１
－
１
）

内
容

お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
各
種
演
芸
・
芸
能

発
表
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
抽
選
番
号
つ
き
う
ち
わ
は
、
午
後

６
時
か
ら
会
場
内
で
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

中
央
市
れ
ん
げ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

０
５
５
（
２
７
４
）
８
５
８
２



※
途
中
参
加
可

■
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

体
育
協
会
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部

お
花
見
交
流
会

桜
の
花
の
下
、
み
な
さ
ん
で
楽
し
く

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
せ
ん
か
。

ど
な
た
で
も
踊
れ
る
世
界
の
国
の
楽
し

い
踊
り
を
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

４
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正

午

※
雨
天
中
止

場
所

赤
坂
台
総
合
公
園

参
加
料

無
料

申
込
方
法

当
日
会
場
に
て
受
付

注
意
事
項

か
か
と
の
低
い
運
動
靴
な

ど
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
市
体
育
協
会

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部
部
長
秋
山
房
子

０
５
５
１
（
２
８
）
７
７
８
０

「
２
０
０
８
や
ま
な
し

学
生
就
職
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す

県
で
は
、
平
成
20
年
３
月
に
大
学
・

短
大
・
専
修
学
校
等
の
卒
業
予
定
者
な

ら
び
に
、
卒
業
後
未
就
職
者
等
の
県
内

へ
の
就
職
促
進
と
県
内
企
業
の
人
材
確

保
を
図
る
た
め
、「
２
０
０
８
や
ま
な
し

学
生
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

４
月
20
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
（
受
付：

正
午
〜
）

場
所

甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル

対
象

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
等
の

平
成
20
年
３
月
卒
業
予
定
者
、
卒
業

後
未
就
職
者
等

内
容

卒
業
予
定
者
等
と
県
内
企
業
と

の
面
接
会
、「
求
人
一
覧
表
」
な
ど
の

無
料
配
付
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
職
業

適
性
診
断
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
等

に
よ
る
職
業
相
談

参
加
費

無
料
（
申
込
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
県
労
政
雇
用
課
　

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
２
　

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
４

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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●ＮＨＫ衛星第２テレビ
「あなたとエアロビック」公開収録参加者募集中
市では、甲斐市誕生３周年を記念して、ＮＨＫ甲府放
送局との共催でＢＳ２「あなたとエアロビック」の公開
録画を行います。
この番組では、インストラクターが日頃の運動不足や
ストレス解消、シェイプアップなど健康に役立つ体操を
会場のみなさんに指導します。是非、この機会にご参加
ください。
日時 ５月13日（日）午後２時開場　午後２時30分開始
会場 甲斐市敷島体育館
主催 甲斐市、甲斐市教育委員会、ＮＨＫ甲府放送局
出演 知念かおる他インストラクター３名
参加無料　定員３００名（要整理券）
申込締切 ４月25日（水）ただし先着順で定員になり次　

第締め切ります。
※詳しい内容、申し込みについては当館へお問い合わせ
ください。

●ふれあいロビーコンサート
さわやかな風とともに名曲を響かせて
～古典から現代音楽まで～
日時 ５月20日（日）午後２時開演
出演 ピアノ：落合絢子
入場無料

●「音楽の絵本プレミアム」コンサート
金管五重奏の「ズーラシアンブラス」と弦楽四重奏の

「弦うさぎ」、そしてフルート＆ハープの「ことふえパピ
ヨン」。動物たちが織りなす不思議なクラシックコンサ
ートです。

日時 6月17日（日）午後１時開場　午後１時30分開演
出演 ズーラシアンブラス・弦うさぎ・ことふえパピヨン
入場料 親子券（大人１名＋小人１名）２、０００円

大人券（高校生以上）１、５００円
小人券（中学生以下）１、０００円

全席自由 保護者のひざの上で鑑賞する乳幼児は無料。
※チケットはふれあい文化館事務室の他、市内各公民館、
プレイガイドで近日発売予定。

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール
事務室　 0551（20）3660

オリンピックスイマー
長田友喜子によるマンツーマンレッスン
好評のマンツーマンレッスンがみなさんのご

要望に応え４月から時間を延長し、リニューア
ルいたします。
レッスン１回　20分／300円（保険料・受講料）

開催日時は館内にある
レッスン予定表、または
市ホームページ「新着情
報」でお知らせしていま
す。申し込みは、当日の

レッスン開始30分前から窓口で行います。詳
細はお問い合わせください。
■問い合わせは…玉幡公園管理課（Kai・遊・パ　
ーク内） 055（276）4189

好評



山
県
大
弐
の
志
を
描
く

「
青
雲
の
雫
」公
演

甲
斐
市
が
生
ん
だ
偉
人
、
山
県
大
弐

と
彼
を
取
り
巻
く
若
者
た
ち
を
取
り
上

げ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
青
雲
の
雫
」
が
日

本
航
空
学
園
ウ
ィ
ン
グ
シ
ア
タ
ー
に
よ

り
上
演
さ
れ
ま
す
。

日
時

４
月
27
日
（
金
）
開
演
７
時
（
開

場
午
後
６
時
30
分
）

４
月
28
日
（
日
）
昼
の
部
　
開
演
２
時

30
分
（
開
場
午
後
２
時
）
・
夜
の
部
　
開

演
６
時
30
分
（
開
場
午
後
６
時
）

場
所

県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）

入
場
料

前
売
２
、
５
０
０
円
　

当
日
２
、
８
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
は
…
Ｊ
Ａ
Ａ
ウ
ィ
ン
グ
　

シ
ア
タ
ー
（
日
本
航
空
学
園
内
）

０
５
５
１
（
２
８
）
７
１
０
１

「
科
学
市
場
」巡
回
展

日
時

６
月
29
日
ま
で
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
毎
月
第
３
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

場
所

発
電
総
合
制
御
所
・
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

内
容

電
気
の
し
く
み
等
を
７
つ
の
展

示
場
に
よ
り
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
発
電
総
合
制
御

所
・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
７
８
）
１
２
１
１

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

山
が
、
川
が
、
青
い
空
が
君
た
ち
を

呼
ん
で
い
る
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
一

日
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
参
加
無
料
）

日
時

４
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

双
葉
水
辺
公
園

■
問
い
合
わ
せ
は
…
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
　

甲
斐
第
１
団
事
務
局
　
土
橋
洋
子
　

０
５
５
（
２
７
９
）
７
５
３
０
　

甲
斐
市
広
報
誌
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ン
フ
ォ
メ
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警察署の管轄区域の変更について
４月１日に行われる警察署の再編整備に伴い、甲斐市全域が韮崎警察

署の管轄になります。
これにより、これまで南甲府警察署、甲府警察署、韮崎警察署の３署

にまたがっていた甲斐市が全て韮崎警察署の管轄になることにより、行
政と警察が一体となって治安対策を推進することができるようになりま
す。なお、人口規模の大きい甲斐市内の治安を強化するため、
甲斐市下今井地内に韮崎警察署甲斐分庁舎
を設置し、地域課と交通課を置くとともに交通関係や生活安全関係の窓
口事務も行い、警察署とほぼ同様の機能を持たせます。
警察署の管轄が変わりましても、地域のみなさんが安全で安心して暮

らせるよう治安対策に全力を尽くしますので、今後ともご理解とご協力
をお願い致します。
新しい韮崎警察署の業務内容については次のとおりですが、旧竜王町

を管轄する竜王交番につきましては従来どおりの業務を行います。
●韮崎警察署 ０５５１（２２）０１１０
設置される課…会計課、警務課（留置場）、生活安全課、刑事第一課、

刑事第二課、警備課
担当する窓口業務…交通関係（免許・車庫証明・道路使用等）の窓口業　

務全般、生活安全関係（銃砲・風俗・古物・質屋　　
警備業等）の窓口業務全般

●韮崎警察署甲斐分庁舎　 ０５５１（２２）０１１０～内線
設置される課…地域課、交通課
担当する窓口業務…交通関係（原付試験の実施・新規免許交付を除く）

の窓口業務、生活安全関係（銃砲、風俗、古物、
質屋、警備業等）の事務の一部

●竜王交番 ０５５（２７６）２００２
担当する窓口業務…免許事務（記載事項変更届、免許返納）、車庫証明、

道路使用等
なお、甲斐分庁舎への電話は韮崎警察署 ０５５１（２２）０１１０

から電話交換を通じて内線でつなぎます。
各庁舎における取扱い業務の詳細については，韮崎警察署まで電話で

確認願います。

新入学児童・園児を交通事故から守る運動
４月は、新入学児童や園児が心弾ませながら真新しい帽子に、ピカピ

カのランドセルを背負い、通学や通園をする微笑ましい姿を見かけます。
しかし、新入学児童や園児は、通学途中に潜む交通上の危険を知りま

せん。
新しい環境で気持ちが落ち着かないばかりか、新しいお友だちとの話

に夢中になったり、目にする周りのものに興味をそそられ、整然と歩い
ていたのに急に道路の真ん中に出てきたり、いきなり道路を横断しはじ
めたりといった行動も予想されます。
山梨県では、４月１日（日）～10日（火）の10日間「親入学児童・園

児を交通事故から守る運動」を実施します。
ドライバーのみなさん、新入学児童や園児を見かけたら、まずスピー

ドを落とし、特に、駐車車両があった場合は、その陰や反対側から飛び
出してくる子どもがいないか、しっかり目配りをしましょう。



33

せん定枝粉砕処理
家庭等において伐採されたせん

定枝を粉砕処理します。
せん定枝の長さは２ｍ以下、直

径10cm以下のものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象と

します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程 ４月のお休みは次の日です。
毎週金曜日、22日（日）、29日（日）

◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
日程 ４月のお休みは次の日です。
毎週月・水・木・土曜日

受入時間 午前９時～正午、午後１時～４時
対象となる枝
※葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の

付いた物、および草・竹等は受入しませんので注
意してください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

犬の登録事項変更届および
死 亡 届 の 電 子 申 請 受 付
始めました
市では、「やまなしくらしねっと」に
おいて、インターネットを通じた

「犬の登録事項変更届（市内での移動
のみ）」と「犬の死亡届」の受付を始めまし

たのでご利用ください。
「犬の登録事項変更届」は、犬を譲り受けたり飼
う場所が変わった場合などに必要で、「犬の死亡届」
は、飼い犬が死亡した場合に必要な届出です。
利用方法
・甲斐市ホームページ内の左下にある「甲斐市オ
ンライン」をクリックし「やまなしくらしねっと」
を開く。（http://www.ycma.jp/）
・行政サービスの中の「電子申請」または「申請を
分類から探す」を選択する。
・申請ナビゲーション画面で個人向け手続の「環
境」を選択すると「犬の登録事項変更届」または「犬
の死亡届」を選択する。
なお、届出には、利用者登録が必要です。利用

者登録を行ってから手続きをしてください。
詳しくは、「やまなしくらしねっと」内の申請、

予約サービス案内ををご覧ください。
また、操作方法等不明な点は、コールセンター

（ 0570-018074）にお問合せください。

竜王地区の河川清掃は、4月22日に
行います
今年の竜王地区河川清掃は、4月22日（日）に実

施します。みなさんの手で川をきれいにしましょ
う。
なお、少雨決行としますが、大雨など悪天候に

より中止となる場合は、防災無線で連絡します。
※雨天の場合は、4月29日（日）に行ないます。

■問い合わせは…
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666

愛犬の登録と狂犬病予防集合注射を
実施します

平成19年度の登録・狂犬病予防集合注射を実施します。日
程表をご覧になり、最寄りの会場で受けてください。
【登録について】
狂犬病予防法で1頭につき1回の登録が義務付けられています。
※ 初めて犬の登録をする人は、裏面の「犬の新規登録申請書」
に必要事項を記入し、当日会場に持参してください。
【狂犬病予防注射について】
生後91日以上の犬には毎年1回受けさせなければなりません。

（狂犬病予防法第5条第1項）
登録済の犬は、飼い主宛に発送されたはがきを、注射当日必
ずお持ちください。
【その他】
次の項目に該当する場合は届出・申請が必要となります。

①犬が死亡したとき「死亡届」
②飼育場所が変わったとき・他人に譲ったとき・飼主が転出
（転居）するとき「登録事項変更届」
③鑑札、注射済票をなくしてしまったとき「再交付申請書」
集合注射終了後に新たに犬を飼う場合は、各自で狂犬病予
防注射を受けて届け出てください。

■届出・問い合わせは…
環境課（双葉庁舎1階) 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎1階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎2階） 055（277）3113
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●水中ウォーキング個別運動
指導の実施
集団で行なう水中ウォー

キング教室を受講できない
次の人を対象に、個別運動
指導を行います。
指導は予約制です。
場 所 敷島保健福祉セン

ター内歩行浴プール
対象者 市内在住で次の人

・病院などに通っていて、運動を勧められ
るが長時間運動できない人
・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受
けるのが困難な人
安全のため、かかりつけ医師の診断書(費用
の補助はありません)が必要な場合もありま
す。聞き取りの上、予約制になります。

費　用 無料（ただし施設利用料1回100円必要）
■申し込み・問い合わせは…
敷島保健福祉センターに直接(月曜日休館)
055（277）7311

●スリムボディ教室　水中編
水の中で運動をしてみませんか。
日　時 ４月９日（月）～毎週月曜日

（都合により月曜以外の日もあります）
午前９時30分～

場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
内　容 水中ウォーキング等
講　師 アクアビクスインストラクター
受講料 施設利用料１回100円
持ち物 水着、キャップ、タオル類

●スリムボディ教室
運動で汗を流してみませんか。
日　時 ５月９日（水）～

毎週水曜日（８月３日のみ金曜日）
午後１時30分～

場　所 竜王保健福祉センター
内　容 エアロビクス・バランスボール・ダンベル等
講　師 高井インストラクター
持ち物 運動靴・タオル・運動できる服装
◎各スリムボディ教室共通
対象者　年齢30歳～６５歳までの人

健康診断などで肥満を指摘された人
体重、体脂肪を落としたい人
教室に毎週参加できる人

定　員 各教室20人
申込期間　４月２日（月）～６日（金）先着順
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735

●健診受診調査および総合健診申し込みについて
平成19年度も、市では総合健診を実施します。（5
月～9月実施予定）
健診実施前に「健診受診調査及び総合健診申込書」
を各世帯に送付します。申込書が届きましたら、必
ず全員（19歳以上）記入し、提出期限までに同封さ
れている返信用封筒にて健康増進課まで送付してく
ださい。
※「健診受診調査及び総合健診申込書」は総合健診

の実施時期に合わせて送付しますので、地区ごと送
付時期が異なります。(２月～５月）
・双葉地区、竜王地区（竜王1～４区、富竹新田１
～４区、竜王新町１～７区、竜王仲町区、名取区、
上篠原区、古村区、新居区、仲新居区、田中区、田
中２区、万才１区、万才東区、榎東区、榎西区）は
３月中に発送しました。転入等により、届いていな
い人はお問い合わせください。
・上記以外の地区の送付見込みは次のとおりです。
竜王地区（上記以外の地区）・・・５月上旬
敷島地区・・・５月下旬
※子宮がん検診についても「健診受診調査及び総合
健診申込書」にて申し込みを受け付け、受診券は後
日送付します。

●人間ドック受診申し込み
申込期間 4月2日（月）～13日（金）
対象者 40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
申込場所　健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、

双葉支所地域課
申込方法 委託医療機関から希望する医療機関を選

び、健康保険証と印鑑を持参して申請して
ください。
その場で受診券を発行します。（ 総合健
診申込書とは別に申請が必要です。）
受診券発行後、ご本人から医療機関へ予
約をしていただきます。受診期間は平成19
年12月31日までです。

料　金 ○市では、検査項目により次のとおり金額
を補助します。
基本健診のみを受けた場合、30,000円
基本健診に加え前立腺がん検査を受けた場
合、31,000円
基本健診に加え子宮がん検査、または乳が
ん検査（マンモグラフィー検査）どちらか
受けた場合、32,000円
基本健診に加え子宮がん検査と乳がん検査
（マンモグラフィー検査） 両方受けた場合、
33,000円
○自己負担金は医療機関によって異なりま
すが、6,000円～8,000円位です。
（オプションは除く）

委託医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、
甲府共立病院総合健診センター、甲府市医
師会健康管理センター、山梨県厚生農業協
同組合連合会健康管理センター、中沢クリ
ニック、竜王リハビリテーション病院、竜
王共立診療所、赤坂台病院、石和温泉病院
クアハウス石和、※甲府城南病院、※医療
法人康麗会笛吹中央病院（※の医療機関は
今年度から加わりました）

※申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受付し
ますが、予約状況により希望する医療機関でうけ
られないこともあります。早めに申請をして予約
することをおすすめします。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階) 0551（20）3651



36

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●予防接種指定医療機関

●乳幼児予防接種について

●三種混合予防接種の接種もれに注意しましょう
確実な免疫をつくるためには、第１期初回接種を確実に行い、基礎免疫をしっかりつけておくことが大切です。
＜接種時期と間隔＞
第１期初回接種：生後３か月～７歳６か月未満までに３～８週間の間隔で３回接種
※８週間の間隔を過ぎた場合は、任意接種（自己負担での接種）になりますので注意しましょう。
第１期追加接種：初回接種の３回目終了後、１年～1年半後に１回接種

●第２期二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期として二種
混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了していない場合は、今回
の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、下記までご相談ください。
対 象 小学６年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）
持ち物 母子健康手帳、保険証　　　　接種医療機関 甲斐市内指定医療機関
接種方法 １週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置されています。

なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

＜脳のいきいき教室＞
市内４か所に在宅介護支援センターを委託し、市と共催で認知症予防のための講座を開催します。
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●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳

児健診のみ）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　※普段使用して
いるもの）

◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午後3時30分～4時30分）

：４月13日（金）竜王保健福祉センター
：４月19日（木）敷島保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情

報交換ができる教室です。
受　付 午後１時15分～１時30分（教室　午後１時30分～４時頃）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、麦茶等を持参してください。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイ

ズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプア
ップへとつながります。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。
申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持参するもの 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参して

ください。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行なっています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。
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